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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通・準中型・中型 大型 計
44

（−2）
59

（−9）
103

（−11）

交通事故死者数（人）
5月31日現在 7月14日現在

1,399
（−164）

1,807
（−160）

全国の死亡
事故件数

1,375
（−127）

平成29年5月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

　

ま
た
︑﹁
輸
送
の
現
状
は

各
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
︒

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
を
お
訪

ね
し
て
︑
生
の
声
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
な
が
ら
現
状
を

踏
ま
え
た
上
で
︑
今
後
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
ど
の
よ
う

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
13
日
︑
東

京
都
港
区
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
２

１
８
回
常
任
理
事
会
・
第
１
７
２
回
理
事
会

合
同
会
議
を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
で
は
︑
会
長
指
名
の
副
会
長
５
人

が
選
出
さ
れ
︑
６
月
29
日
の
第
93
回
通
常
総

会
・
第
１
７
１
回
理
事
会
に
て
就
任
し
た
副

会
長
10
人
と
合
わ
せ
︑
坂
本
克
己
会
長
の
新

執
行
部
が
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
︒

　

な
お
︑
会
議
終
了
後
に
は
坂
本
会
長
に
よ

る
記
者
会
見
が
行
わ
れ
︑
坂
本
会
長
は
﹁
働

く
ド
ラ
イ
バ
ー
が
誇
り
を
も
て
る
︑
魅
力
あ

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
あ
る
た
め
︑
適
正

な
運
賃
・
料
金
を
収
受
で
き
る
環
境
醸
成
に

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
取
り
組
み
︑
方
向
性
を

示
し
た
い
﹂と
抱
負
を
語
っ
た（
詳
細
２
面
）︒

に
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

く
か
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

き
た
い
﹂と
力
強
く
語
っ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
副
会
長
の

選
定
（
案
）
②
会
員
の
入
退

会
お
よ
び
代
表
者
の
変
更

（
案
）
︱
︱
な
ど
が
審
議
さ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
30
年
度
税
制
改
正

・
予
算
に
関
す
る
要
望
内
容

が
固
ま
っ
た
（
８
面
参
照
）

こ
と
か
ら
︑
７
月
10
日
に
坂

本
克
己
会
長
と
桝
野
龍
二
理

事
長
が
︑
自
由
民
主
党
ト
ラ

れ
︑原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

会
長
指
名
の
副
会
長
に
つ

い
て
は
︑
嶋
田
康
子
氏
（
秋

田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
名
誉
会

長
）︑
小
林
幹
愛
氏
（
茨
城

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑

大
須
賀
正
孝
氏
（
静
岡
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑
田
中

亨
氏
（
滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
）︑馬
渡
雅
敏
氏
（
佐

賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）

を
選
出
︒
副
会
長
15
人
体
制

で
︑
坂
本
会
長
を
支
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
（
新
執
行
部

一
覧
は
別
掲
）︒

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
の

細
田
博
之
会
長
と
赤
澤
亮
正

事
務
局
長
に
対
し
︑
要
望
活

動
を
行
っ
た
︒

　

坂
本
会
長
と
桝
野
理
事
長

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
説

　

ま
た
︑
新
体
制
に
お
け
る

全
ト
協
副
会
長
の
担
務
は
表

の
通
り
決
定
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
の
平

嶋
隆
司
貨
物
課
長
が
﹁
ト
ラ

ッ
ク
業
界
を
取
り
巻
く
当
面

す
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
説
示
を
行
っ
た
︒

　

会
議
終
了
後
に
は
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
事
業
政
治
連
盟

の
夏
季
懇
親
パ
ー
テ
ィ
が
開

催
さ
れ
︑
小
幡
鋹
伸
新
会
長

（
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
あ
い
さ
つ
し
た
︒

明
し
た
上
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望

事
項
に
関
し
て
説
明
︒
①
働

き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸

対
策
に
係
る
補
助
・
助
成
の

創
設
・
拡
充
②
高
速
道
路
料

金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
最

大
50
％
の
継
続
③

高
速
道
路
の
積
極

的
な
活
用
に
向
け

た
諸
施
策
の
実
現

④
自
動
車
関
係
諸

税
の
軽
減
︱
︱
に

つ
い
て
要
望
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑

こ
れ
ら
要
望
事
項

の
実
現
に
向
け
て
︑

今
後
も
関
係
各
所

へ
の
要
望
活
動
を

積
極
的
に
展
開
す

る
︒

　

会
議
の
冒
頭
︑
ま
ず
坂
本

克
己
会
長
が
あ
い
さ
つ
︒
福

岡
県
・
大
分
県
で
発
生
し
た

九
州
北
部
豪
雨
に
つ
い
て
触

れ
︑﹁
被
災
さ
れ
た
方
々
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
る
︒
全
ト
協
で
は
︑
福
岡

県
・
大
分
県
の
両
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
︑
国
土
交
通
省
︑
ま

た
関
係
自
治
体
と
も
連
携
し

な
が
ら
︑
被
災
地
へ
の
緊
急

物
資
輸
送
に
精
い
っ
ぱ
い
取

り
組
ん
で
い
る
︒
今
後
も
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
︑
迅
速
に
対
応
し
て
い

き
た
い
﹂
と
語
っ
た
（
詳
細

６
面
）︒

今号に掲載した記
事の関連資料と関
連HPへは全ト協
HPバナーからア
クセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

7/15〜8/14  6318
8/15〜9/14  5552

坂
さかもと

本 克
か つ み

己
  大阪運輸倉庫㈱会長

 会 長 

 副 会 長 

第218回常任理事会・第172回理事会合同会議（7月13日、第一ホテル東京）

﹁
平
成
30
年
度
税
制
改

正
・
予
算
に
関
す
る

要
望
書
﹂を
提
出
。
左

か
ら
桝
野
理
事
長
、坂

本
会
長
、
細
田
会
長
、

赤
澤
事
務
局
長

　・山
やまざき

崎　 薫
かおる

 
　・松

まつざき

崎　宏
ひろのり

則
　・藤

ふじわら

原　利
と し お

雄

桝
ま す の

野 龍
りゅうじ

二

奈
な ら

良 幹
み き お

男
月寒運輸㈱相談役

須
す ど う

藤 弘
ひ ろ み

三
カネフジ運輸㈱会長

嶋
し ま だ

田 康
や す こ

子
日の出運輸企業㈱会長

小
こばやし

林 幹
みきよし

愛
五光物流㈱会長

千
ち は ら

原 武
た け み

美
西多摩運送㈱会長

小
こばやし

林 和
か ず お

男
中越運送㈱社長

大
お お す か

須賀 正
まさたか

孝
㈱ハマキョウレックス会長

小
お ば た

幡 鋹
としのぶ

伸
名古屋東部陸運㈱会長

田
た な か

中　亨
すすむ

㈱滋賀ユニック社長

辻
つじ

 卓
た か し

史
鴻池運輸㈱会長

小
こ ま る

丸 成
しげひろ

洋
福山通運㈱社長

粟
あ い は ら

飯原 一
いっぺい

平
東海運㈱社長

眞
ま な べ

鍋 博
ひろとし

俊
㈱博運社会長

馬
まわたり

渡 雅
まさとし

敏
松浦通運㈱社長

竹
た け つ

津 久
ひ さ お

雄
日本通運㈱副社長

平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
要
望
ス
タ
ー
ト

最
重
点
要
望
事
項
を
説
明

坂
本
会
長
が
細
田
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長
へ

「働き方改革」に向けた諸対策の実現

大口・多頻度割引最大50％継続を要望

坂本会長の新執行部本格スタート

理 事 長

常 務 理 事

魅
力
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
実
現
へ

副
会
長
15
人
の
担
務
が
決
定

第
２
１
８
回
常
任
理
事
会
・
第
１
７
２
回
理
事
会
合
同
会
議

新
執
行
部
一
覧

　全日本トラック協会は副会長の常任委員会等の担
務を次の通り決定した。

（敬称略）

常任委員会等
委員会名 委員長

適正化事業委員会 粟飯原一平
総務委員会 辻　　卓史
広報委員会 小林　和男
税制委員会 小幡　鋹伸
経営改善・情報化委員会 須藤　弘三
環境対策委員会 眞鍋　博俊
物流政策委員会 馬渡　雅敏
交通対策委員会 千原　武美
労働安全・衛生委員会 奈良　幹男
物流ネットワーク委員会 竹津　久雄
役員選考委員会 小丸　成洋

（公財）貨物自動車運送事業振興センター
振興センター担当（理事長） 大須賀正孝
TS 等管理運営委員会 眞鍋　博俊

小委員会等
総務委員会
事業計画検討小委員会 小林　和男

経営改善・情報化委員会
情報化推進小委員会 小林　幹愛

会長付
女性活躍担当 嶋田　康子

会長付
青年経営者育成担当 田中　　亨

表  全ト協副会長の担務一覧
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.7.1—
7.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.7.1—
7.15

次の一手
〔第68回〕

　先日、現役中学生のプロ棋士が新記録となる29連勝を達成
し、日本中がその話題で盛り上がりました。残念ながら、30連
勝は阻まれましたが、それはそれで阻止したプロ棋士にもス
ポットがあてられ、将棋グッズも飛ぶように売れるなど、これ
まで将棋にあまりなじみのなかった人々の間にも大きな関心
を呼び起こし、今や将棋界は一大ブームともいえる活況を呈し
ています。
Ｂさん「うちの息子も急に『将棋を習いたい』と言い出して

ね。しかたがないから、この前の休みの日に近場にあ
る将棋教室に連れていったよ」

Ａさん「いろんなことに関心をもつ子どもだね。確か最初は
サッカー、次がテニス、その後がラグビーで、今度は
将棋かい」

Ｂさん「時流に敏感なんだよ。長続きはしないけど」
Ａさん「でも、その時の話題に乗っかってやってみるというの

も悪くないよ。もしかしたら、隠されていた才能が発
見される可能性がないわけでもないし」

Ｂさん「それはちょっと無理があるな、うちの息子の場合は。
ただ、先を読むというクセが身に付けばいいかと思っ
て行かせることにしたよ」

●次の次を読む
Ａさん「プロの棋士は、次の一手を打つ前に数百手先を読む

というから、信じられないよね」
Ｂさん「運転中も先を読むけど、せいぜい次の次か、次の次の

次くらいだもんね」
Ａさん「そのかわり瞬時に読んで、判断し、行動しなければな

らない。腕を組んで数十キロ先のことまで長考する
なんて余裕はないし、その必要もない。次の次くらい
まで読んで運転できれば、事故は激減すると思う
よ」

Ｂさん「そりゃそうだ。次の次を読むって、できそうでできて
いないことも多いからね」

Ａさん「例えば、交差点を右折しようとする時、まず対向車が
いるかいないかをチェックする。対向車が接近してい
れば、次の一手は当然停止だ。ただ、対向車が接近し
ていても、少し加速すれば自車のほうが先に行けると
いう場合がある。ここで判断が２つに分かれる。その
ポイントは、対向車より先に右折したその次にくる状
況、つまり横断歩行者や自転車との関係だ。ここの読
みが抜け落ちると、加速すれば先に行けるという判
断が優先してしまう」

Ｂさん「その結果、事故を起こす危険性が高くなる」
Ａさん「そもそも、加速して右折しようとすること自体が間

違ってるし、危険な行為であることは言うまでもない
ことだけど、現実にはそういう車もかなり多い。それ
は、『次の次を読む』ということを省略していること
も原因の１つになっていると思う」

●運転に“待った”なし
Ａさん「以前、『リスクの見積もり』の話をしたことがあるけ

ど(平成23年6月1日号)、覚えてるかい」
Ｂさん「危険をどう見積もるかによって運転が変わってくる、

ということだったね」
Ａさん「交差点を左折しようとする時、左側の歩道を同一方

向に自転車が進行している場面を考えてみよう。この
まま左折していけば横断しようとした自転車と衝突
すると、危険を高く見積もれば、横断歩道の手前で停
止するという行動をとる。一方、自転車は遅いから自

車のほうが先に行けるとか、自転車が横断してくると
は限らないと、危険を低く見積もれば、そのまま左折
しようとするだろう」

Ｂさん「つまり、次の一手を判断する時、その場面の危険の見
積もり方が重要なポイントになるってことだ」

Ａさん「昔、親父が縁側で近所の人と将棋を指していたのを
思い出すけど、よく“待った”という声が飛んでたよ」

Ｂさん「一手戻って指し直す。いわゆる、ヘボ将棋ってやつだ
な。プロには許されないね」

Ａさん「我々にだって許されないよ。事故を起こした後で
“待った”と叫んだところで、もう元には戻せない」

Ｂさん「運転に“待った”なしだね」

「
適
正
運
賃
収
受
に
方
向
性
示
す
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
︑
７
月
13

日
開
催
の
﹁
第
２
１
８
回
常

任
理
事
会
・
第
１
７
２
回
理

事
会
合
同
会
議
﹂終
了
後
に
︑

６
月
29
日
に
会
長
に
就
任
し

て
以
来
︑
初
め
て
専
門
紙
誌

記
者
と
会
見
し
た
︒

　

会
見
の
冒
頭
で
坂
本
会
長

は
﹁
専
門
紙
誌
の
皆
さ
ん
と

我
々
業
界
人
は
︑
一
言
で
い

う
と
﹃
運
命
共
同
体
﹄︒
業

界
が
い
い
時
も
苦
し
い
時
も
︑

我
々
と
専
門
紙
誌
の
皆
さ
ん

は
同
じ
﹂
と
語
り
︑
今
後
の

理
解
・
協
力
を
求
め
る
と
と

も
に
︑
会
見
に
同
席
し
た
国

土
交
通
省
の
平
嶋
隆
司
貨
物

課
長
を
前
に
︑﹁
行
政
︑業
界
︑

専
門
紙
誌
は
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
の
位
置
関
係
で
あ
る
と
私

は
思
っ
て
い
る
︒
立
場
が
違

う
形
で
ご
示
唆
な
ど
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
そ

の
こ
と
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
発
展
︑
働
い
て
い
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
幸
せ

に
繋
が
る
と
感
じ
て
い
る
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
質
疑
応
答
で

は
︑
記
者
か
ら
の
質
問
に
丁

寧
に
回
答
し
た
︒
坂
本
会
長

が
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正

運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂
に
つ

い
て
︑
記
者
か
ら
﹁
10
月
か

ら
の
運
送
約
款
の
改
正
で
の
︑

﹃
運
賃
・
料
金
の
範
囲
明
確

化
﹄
は
非
常
に
画
期
的
な
改

定
だ
と
思
う
︒
さ
ら
に
大
き

な
一
歩
と
い
う
こ
と
で
︑
運

賃
本
体
も
今
後
見
直
し
を
求

め
て
い
く
か
﹂
と
の
質
問
に

坂
本
会
長
は
︑﹁
今
回
は
っ

ン
ト
）﹂
と
語
り
︑﹁
そ
れ
ぞ

れ
の
業
態
に
よ
る
違
い
な
ど

を
︑ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
な
く
︑

実
際
の
生
の
声
を
行
政
と
と

も
に
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
協
会

を
ま
わ
っ
て
聞
い
て
い
く
﹂

と
方
針
を
示
し
た
︒

　

業
界
最
大
の
課
題
で
あ
る

﹁
人
材
の
確
保
﹂﹁
長
時
間

労
働
の
抑
制
﹂を
含
め
た﹁
働

き
方
改
革
﹂
に
つ
い
て
︑﹁
業

界
を
ど
の
よ
う
な
方
向
性
へ

リ
ー
ド
す
る
か
﹂
と
い
う
問

い
に
対
し
て
は
︑﹁
生
産
性

向
上
へ
は
常
に
取
り
組
ん
で

い
く
︒
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

果
実
は
︑
ど
の
よ
う
に
配
分

す
る
か
が
課
題
に
な
る
︒
減

ら
す
︑
減
ず
る
と
い
う
話
ば

か
り
を
し
て
い
る
が
︑
要
は

生
産
性
・
効
率
性
の
高
い
仕

事
を
い
か
に
仕
組
ん
で
い
く

か
が
﹃
働
き
方
改
革
﹄︒
例

え
ば
︑
貨
客
混
載
な
ど
も
そ

の
一
環
﹂
と
述
べ
︑ま
た
︑﹁
人

材
の
確
保
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
が
誇
り
を
も
っ
て

働
い
て
い
け
る
︑
魅
力
あ
る

業
界
を
創
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
人
材
確
保
に
繋
が

る
︒
し
っ
か
り
し
た
労
働
条

件
を
付
与
す
る
た
め
に
は
︑

し
っ
か
り
し
た
運
賃
・
料
金

荷
主
団
体
と
協
力
し　
　

　
輸
送
効
率
化
の
実
現
へ

第
72
回
鉄
鋼
部
会

　

７
月
５
日
︑
第
72
回
﹁
鉄

鋼
部
会
﹂（
瀬
尾
君
雄
部
会

長
）
が
千
葉
県
千
葉
市
の
京

成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
28
年

度
事
業
報
告
（
案
）
②
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選

③
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）

︱
︱
な
ど
を
審
議
し
︑
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
は
︑

副
部
会
長
だ
っ
た
神
谷
英
一

郎
氏
と
︑
三
和
運
輸
機
工
㈱

の
中
山
周
二
代
表
取
締
役
社

長
︑
共
立
輸
送
関
東
㈱
の
村

上
直
美
顧
問
が
退
任
し
︑
日

鉄
住
金
物
流
㈱
の
樋
口
彰
陸

運
企
画
管
理
部
担
当
部
長

と
︑
Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
㈱
の
藤
井

正
美
鉄
鋼
総
括
部
長
︑
大
黒

倉
庫
㈱
の
安
田
靖
代
表
取
締

役
社
長
が
新
た
に
副
部
会
長

に
就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
29
年
度
事
業
計
画

と
し
て
は
︑
荷
主
団
体
で
あ

る
（
一
社
）
日
本
鉄
鋼
連
盟

と
協
力
し
︑
鋼
材
輸
送
の
安

を
収
受
で
き
な
い
と
い
け
な

い
︒
そ
れ
が
人
材
確
保
の
要

諦
﹂
と
語
り
︑﹁
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
﹂
の
重
要
性
を

強
調
し
た
︒

　

ま
た
︑﹁
任
期
中
に
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
実
現
し
た

い
こ
と
は
何
か
﹂
と
の
質
問

に
も
︑﹁
働
い
て
い
る
人
に
誇

り
を
も
っ
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
﹂
と
即
答
︒
﹁
そ
の
た

め
に
適
正
運
賃
・
料
金
を
頂

戴
す
る
︒
我
々
は
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
︑
様
々
な
問
題

点
に
つ
い
て
分
析
し
な
が
ら

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
が
︑

今
日
言
っ
て
す
ぐ
明
日
に
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
︑

方
向
性
だ
け
は
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
﹂
と
抱
負
を
語
っ

た
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
改
善
と
と
も
に
︑

安
全
と
い
う
も
の
に
は
も
の

す
ご
く
コ
ス
ト
が
か
か
る
︒

安
全
に
関
し
て
は
こ
れ
か
ら

も
国
交
省
の
ご
指
示
を
頂
戴

し
て
果
敢
に
取
り
組
み
︑
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
﹂

と
︑
安
全
運
行
の
確
保
に
全

力
を
挙
げ
る
姿
勢
を
鮮
明
に

し
た
︒

　

な
お
︑
記
者
会
見
に
は
︑

国
交
省
自
動
車
局
の
平
嶋
隆

司
貨
物
課
長
︑
辻
卓
史
全
ト

協
副
会
長
︑
桝
野
龍
二
全
ト

協
理
事
長
が
同
席
し
た
（
写

真
㊤
）︒

全
確
保
や
特
殊
車
両
通
行
許

可
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
︑

許
可
条
件
付
与
の
緩
和
な

ど
︑
輸
送
効
率
化
に
向
け
て

の
具
体
的
な
課
題
の
検
討
を

行
う
ほ
か
︑
27
年
３
月
に
国

土
交
通
省
に
提
出
し
た
﹁
鋼

材
輸
送
に
係
る
大
型
車
両
の

道
路
通
行
に
関
す
る
要
望
﹂

に
つ
い
て
︑
進
捗
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
︒

　

な
お
︑議
事
終
了
後
に
は
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
の
平

井
隆
志
安
全
政
策
課
長
が

﹁
事
業
用
自
動
車
の
事
故
防

止
施
策
等
に
つ
い
て
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
基
準
緩
和
自
動
車
の
認

定
制
度
の
見
直
し
を
図
る
た

め
︑﹁
基
準
緩
和
自
動
車
の

認
定
要
領
に
つ
い
て
（
依
命

通
達
）﹂
を
改
正
す
る
と
と

も
に
︑﹁
基
準
緩
和
自
動
車

の
行
政
処
分
等
要
領
に
つ
い

て
﹂
を
発
出
し
︑
７
月
３
日

に
施
行
し
た
︒

「
安
全
」「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」    

　
　
　 

を
柱
に
施
策
を
推
進

第
59
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

７
月
６
日
︑
第
59
回
﹁
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
﹂（
藤
木

幸
二
部
会
長
）
が
愛
知
県
名

古
屋
市
の
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
28
年

度
事
業
報
告
（
案
）
②
任

初
任
運
転
者　
　
　
　
　

　
　
　
特
別
講
習
を
実
施

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
本
万
司
会
長
）
は
︑
６

月
17
日
︑
18
日
︑
25
日
の
計

３
日
間
を
か
け
て
︑
平
成
29

年
度
﹁
第
１
回
初
任
運
転
者

特
別
講
習
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

今
年
３
月
か
ら
の
準
中
型

　

長
大
ま
た
は
超
重
量
貨
物

の
輸
送
に
供
す
る
ト
レ
ー
ラ

等
に
つ
い
て
は
︑
道
路
や
他

の
交
通
へ
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
か
ら
︑
車
両
保
安
基
準

の
基
準
値
を
超
え
る
車
両
の

製
作
に
つ
い
て
は
安
全
・
環

境
上
の
制
限
を
課
し
て
い
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
で
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
︑
現
場

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選

③
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）

︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
︑

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒

　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
は
︑

日
本
コ
ン
テ
ナ
輸
送
㈱
の
種

田
光
男
常
務
取
締
役
に
代
わ

り
︑
日
本
高
速
輸
送
㈱
の
菊

池
秀
章
取
締
役
京
浜
支
店
長

が
副
部
会
長
に
就
任
し
た
︒

　

29
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
安
全
対
策
の
推
進
②
関
係

行
政
機
関
等
と
の
連
携
強
化

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守

に
向
け
た
体
制
づ
く
り
の
検

討
④
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
の
抑
制
に
向
け
た
活
動

︱
︱
な
ど
全
６
項
目
の
施
策

を
推
進
し
て
い
く
と
し
た
︒

　

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
平
井
隆
志
安
全

政
策
課
長
が
﹁
国
際
海
上
コ

免
許
の
創
設
に
伴
い
︑
事
業

者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
初
任

運
転
者
に
対
す
る
特
別
な
指

導
の
内
容
お
よ
び
時
間
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

で
︑
座
学
お
よ
び
実
車
を
用

い
た
教
育
（
15
時
間
以
上
）

を
︑
奈
良
交
通
自
動
車
教
習

所
を
専
門
的
教
習
機
関
と
し

て
実
施
し
た
︒
奈
良
県
ト
協

と
し
て
は
初
め
て
の
実
施
︒

同
協
会
会
員
企
業
か
ら
10
人

が
受
講
し
た
︒
29
年
度
は
︑

こ
の
あ
と
２
回
開
催
予
定
︒

の
要
員
確
保
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
︑
経
営

環
境
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
︑

管
理
部
門
の
負
担
軽
減
を
望

む
声
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
は
平
成
29
年
３
月
28

日
︑
国
交
省
の
藤
井
直
樹
自

動
車
局
長
に
対
し
︑﹁
基
準

緩
和
認
定
有
効
期
間
の
延
長

ン
テ
ナ
の
陸
上
輸
送
に
係
る

安
全
対
策
﹂
に
つ
い
て
︑
続

い
て
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
細
野
高
弘
役
員
待
遇
調
査

役
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
最

近
の
案
件
﹂
に
つ
い
て
︑
そ

れ
ぞ
れ
講
演
し
た
︒

　

講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
︑

６
月
17
日
は
午
前
９
時
～
午

後
５
時
ま
で
座
学
７
時
間
︑

６
月
18
日
は
同
９
時
～
同
４

時
ま
で
の
座
学
６
時
間
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
を
用
い
た
運
転
技

能
講
習
が
６
月
25
日
ま
た
は

７
月
２
日
の
い
ず
れ
か
の
２

時
間
で
︑
合
計
で
15
時
間
︒

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心

構
え
や
運
送
事
業
と
関
係
法

令
︑
過
労
運
転
防
止
と
緊
急

時
の
対
応
な
ど
を
学
ぶ
と
と

も
に
︑
教
習
所
と
い
う
開
催

場
所
の
特
性
を
活
か
し
︑
座

学
講
習
日
に
も
ト
ラ
ッ
ク
に

直
接
触
れ
る
機
会
を
設
け
︑

ト
ラ
ッ
ク
の
車
高
や
死
角
特

性
を
学
ん
だ
︒
運
転
技
能
講

習
で
は
︑
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ

ー
を
使
っ
た
自
動
評
価
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
運
転
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
た
︒

に
係
る
要
望
書
﹂
を
提
出
︒

ま
た
︑
運
行
に
必
要
な
制
限

を
遵
守
せ
ず
に
運
行
し
︑
事

故
を
惹
起
す
る
等
の
事
例
も

み
ら
れ
た
た
め
︑
違
反
運
行

に
対
す
る
指
導
強
化
を
求
め

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
︑

基
準
緩
和
自
動
車
の
適
正
使

用
の
推
進
を
図
る
た
め
︑
同

認
定
制
度
の
見
直
し
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
改
正
の
内
容
と
し

て
は
上
表
の
通
り
と
な
っ
て

い
る
︒

き
り
と
運
賃
と
料
金
を
分
離

し
て
︑一
部
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

化
さ
れ
て
い
た
料
金
と
い
う

も
の
を
し
っ
か
り
有
料
化
す

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ

た
︒
併
せ
て
運
賃
本
体
に
つ

い
て
は
︑
行
政
と
と
も
に
各

地
域
︑
業
態
に
よ
っ
て
異
な

る
要
望
・
思
い
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
い
き
た
い
︒
法
制

化
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
が
︑
そ
れ
に
近
い
拘
束
性

を
担
保
で
き
る
よ
う
に
い
か

に
も
っ
て
い
く
か
（
が
ポ
イ

坂本 克己会長

第72回鉄鋼部会（7月5日、京成ホテルミラマー
レ）

坂本会長（右から2人目）を中心に左から桝野理事長、平嶋貨物課長、辻副会長

第59回海上コンテナ部会（7月6日、名古屋マリ
オットアソシアホテル）

実際のトラックを用いた講習を行い初任運転者への教
育内容強化を図った（6月17日、奈良交通自動車教習所）

表　基準緩和自動車の認定要領の改正内容
① 法令遵守体制が徹底していると認められるGマーク認

定事業所の事業用自動車については、適切に運行さ
れている場合、基準緩和の有効期間を従来の2年か
ら段階的に延長し、最長で4年とする。

② 基準緩和認定において付された条件や制限に違反
し、重大事故等を惹起した基準緩和自動車について
は、道路運送車両法に基づく立入検査を速やかに行
い、違反内容を確認し、その結果に基づいて認定の
一発取消しを含めて厳正な処分を行う等、行政処分
の取扱いを明確化する。

③ 特大車両の先導等を行う誘導車に緑色の点滅灯火
の装備を認める基準緩和の認定対象を拡大し、特殊
車両通行許可の条件として道路管理者から配置を求
められた誘導車を追加する。

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
の
基
準
緩
和
有
効
期
間
を

最
長
4
年
に
順
次
延
長
へ

基
準
緩
和
自
動
車
の
認
定
制
度
見
直
し

全ト協要望が実現

安
全
運
行
の
確
保
に
も
全
力
で

（
７
月
15
日
〜
７
月
31
日
）

▽
７
月
20
日

・
第
９
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委

員
会

▽
７
月
25
日

・
第
35
回
セ
メ
ン
ト
部
会

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
の
営
業
時
間
を
一
時

短
縮

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
の
営
業
時

間
を
一
時
短
縮
す
る
︒
休
業
す
る

日
時
は
次
の
通
り
︒

▼ 

７
月
17
日
（
㈪
・
㈷
）・
24
日
㈪
７

時
～
９
時
半
の
間
休
業

国
交
省
・
平
嶋
貨
物
課
長
も
同
席

坂
本
会
長
が
専
門
紙
誌
記
者
と
会
見

働くドライバーに誇りを
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ー
ス
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タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
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ー
ス
等
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ニ
ュ
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ナ
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（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
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休業手当を払えば、勤務
態度の悪い社員を休職さ
せることが可能か

︻
解
説
︼
た
し
か
に
休
業
手
当
に
つ
い

Ａ�
あ
く
ま
で
も
就
業
規
則
等
の

根
拠
が
必
要
で
あ
り
、
業
務

指
導
を
通
じ
た
改
善
を

　

休
業
・
休
職
の
問
題
に
関
し
て
お
聞

き
し
ま
す
。
労
働
基
準
法
で
は
、
使
用

者
の
責
任
に
よ
る
休
業
に
つ
い
て
は
「
６

割
の
休
業
手
当
の
支
払
い
」
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
が
、
逆
に
い
う
と
、
賃
金
を

６
割
払
え
ば
従
業
員
を
い
つ
で
も
休
業

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。
例
え
ば
、
勤
務
態
度
が
悪
く
周
囲

と
軋あ

つ
れ
き轢
を
起
こ
し
が
ち
な
社
員
に
つ
い

て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
程
度
が
就
業
規
則
の

懲
戒
規
定
に
よ
る
出
勤
停
止
等
に
該
当

す
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
休
職

規
定
を
持
ち
出
す
わ
け
に
も
い
か
な
い

よ
う
な
場
合
、
反
省
を
さ
せ
る
意
味
を

込
め
て
、
し
ば
ら
く
休
業
を
命
じ
る
と
い

う
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

て
︑
労
働
基
準
法
第
26
条
で
﹁
使
用

者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
休

業
の
場
合
に
お
い
て
は
︑
使
用
者
は
︑

休
業
期
間
中
当
該
労
働
者
に
︑
そ
の

平
均
賃
金
の
１
０
０
分
の
60
以
上
の

手
当
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

と
は
い
っ
て
も
︑﹁
逆
も
ま
た
真
な
り
﹂

と
ば
か
り
に
︑
手
当
さ
え
支
払
え
ば

従
業
員
を
い
つ
で
も
休
業
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
か
︑
と
い
う
と
そ
う
は
い

き
ま
せ
ん
︒
つ
ま
り
︑
同
条
は
︑
あ

く
ま
で
も
休
業
時
の
手
当
支
給
を
使

用
者
に
義
務
付
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑

手
当
を
支
払
え
ば
︑
従
業
員
を
休
業

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
︑
と
い

う
よ
う
な
こ
と
ま
で
い
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
す
︒

　

そ
れ
は
︑
そ
も
そ
も
の
前
提
と
な

る
民
法
第
５
３
６
条
第
２
項
の
﹁
債

権
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ

っ
て
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
は
︑
債
務
者
は
反

対
給
付
を
受
け
る
権
利
を
失
わ
な
い
﹂

と
す
る
規
定
に
つ
い
て
︑
特
約
に
よ

り
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
︑こ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
目
的
で
︑

労
基
法
第
26
条
に
よ
り
︑
最
低
保
障

と
し
て
﹁
罰
則
つ
き
で
６
割
の
手
当

支
払
い
が
使
用
者
に
課
せ
ら
れ
た
﹂

と
い
う
同
条
の
趣
旨
か
ら
も
明
ら
か

で
し
ょ
う
︒

　

ま
た
︑
ご
質
問
に
あ
る
休
業
命
令

あ
る
い
は
休
職
命
令
に
つ
い
て
は
︑
い

ず
れ
も
大
し
た
根
拠
も
な
し
に
使
用

者
が
勝
手
に
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
︑

﹁
就
業
規
則
等
に
よ
る
き
ち
ん
と
し

た
具
体
的
な
定
め
が
必
要
﹂
な
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒し
か
も
︑

そ
の
事
由
は
労
基
法
に
抵
触
せ
ず
︑

公
序
良
俗
に
も
反
し
な
い
も
の
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
︑﹁
単
純
に
勤

務
態
度
が
よ
く
な
い
か
ら
と
い
っ
た

程
度
の
理
由
で
は
︑
休
業
・
休
職
命

令
は
出
せ
な
い
﹂
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒

　

一
方
︑
処
分
を
受
け
る
労
働
者
側

か
ら
す
れ
ば
︑手
当
が
出
る
に
し
て
も
︑

大
し
た
理
由
も
な
い
の
に
休
業
・
休

職
命
令
を
受
け
︑
休
み
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
︑
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
会
社
と
し

て
は
本
人
に
対
す
る
戒
め
の
た
め
に

や
っ
た
つ
も
り
で
も
︑
逆
に
会
社
に

対
す
る
不
信
感
を
生
じ
さ
せ
る
結
果

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

　

や
は
り
︑
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は

労
務
管
理
上
︑
好
ま
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
︑
こ
こ
は
多
少
厄
介
だ
と

し
て
も
︑
日
常
の
業
務
指
導
を
通
じ

て
本
人
に
改
善
を
促
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
勤

務
態
度
が
悪
い
と
い
っ
て
も
︑
そ
の

程
度
が
ま
だ
懲
戒
規
定
に
該
当
す
る

ほ
ど
で
は
な
い
段
階
だ
け
に
︑
一
層

業
務
指
導
に
よ
る
改
善
を
お
勧
め
す

る
次
第
で
す
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

あ
る
中
小
事
業
者
と
の
話
で
あ

る
︒
首
都
圏
の
事
業
者
な
の
だ
が
︑

双
方
の
都
合
が
合
わ
ず
社
長
と
な

か
な
か
会
え
な
い
︒
そ
こ
で
都
内

に
社
長
が
来
る
機
会
に
︑
夕
方
か

ら
会
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
話
も
ほ

と
ん
ど
終
わ
り
に
近
付
い
た
夜
８

時
頃
︑
社
長
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
取
引
先
の
役
員
か
ら
電
話
が
入

っ
た
︒﹁
い
ま
都
内
某
所
で
食
事
を

し
て
い
る
か
ら
︑
都
内
に
い
る
の

な
ら
こ
れ
か
ら
来
な
い
か
﹂︑
と
い

う
電
話
だ
︒
社
長
は﹁
伺
い
ま
す
﹂︑

と
い
う
こ
と
で
当
方
と
の
話
は
切

り
上
げ
た
︒

　
﹁
つ
ま
り
勘
定
を
払
い
に
来
い
と

い
う
呼
び
出
し
か
﹂
と
聞
く
と
︑

﹁
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
が
ね

︙
︙
﹂
と
い
う
︒
飲
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
行
っ
て
支
払
い
を
し
︑﹁
次

に
行
き
ま
し
ょ
う
﹂
と
誘
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の
後
︑
何
軒

か
は
し
ご
し
て
︑
そ
の

役
員
と
社
長
は
方
角
が

違
う
の
で
︑
タ
ク
シ
ー

代
を
渡
し
て
帰
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
︒
住

ま
い
が
都
内
で
は
な
い

か
ら
高
速
代
も
必
要
だ

が
︑
そ
れ
も
含
め
て
１

万
２
０
０
０
円
程
度
で

行
け
る
距
離
で
︑
１
万

５
０
０
０
円
あ
れ
ば
お
釣
り
が

く
る
︒
だ
が
１
万
円
札
２
枚
を

渡
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
︒

　

荷
主
の
取
引
先
の
そ
の
役
員

は
上
が
り
ポ
ス
ト
で
︑
社
内
で

い
ま
以
上
の
ポ
ス
ト
に
行
け
る

可
能
性
は
低
い
と
い
う
︒
本
人

も
そ
れ
を
自
覚

し
て
い
て
︑
事

業
者
に
甘
え
ら

れ
る
間
に
︙

︙
︑
と
い
う
こ

と
の
よ
う
だ
︒

　

一
方
︑
都
内

の
あ
る
中
小
事

業
者
と
の
話

だ
︒
同
社
は
新

規
事
業
を
企
画

し
て
い
て
︑
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）

を
設
け
て
い
る
︒

社
員
以
外
に
︑

外
部
か
ら
は
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
な

ど
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い

る
︒
そ
の
Ｐ
Ｔ
に
﹁
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
﹂

と
言
わ
れ
︑
会
議
に
出
る
こ
と

に
な
っ
た
︒
本
来
は
そ
の
よ
う

な
話
は
断
っ
て
い
る
の
だ
が
︑

﹁
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
の
自
分
が

こ
う
し
た
い
と
言
え
ば
︑
Ｐ
Ｔ
の

メ
ン
バ
ー
で
反
対
す
る
者
は
１
人

も
い
な
い
︒だ
か
ら
自
分
に
対
し
て

﹃
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
﹄
と
ブ
レ

ー
キ
役
に
な
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
い

う
要
請
だ
︒﹁
忖そ

ん
た
く度
﹂
し
な
い
人

な
の
で
信
頼
し
て
い
る
と
お
だ
て

ら
れ
︑
例
外
的
に
手
伝
う
こ
と
に

し
た
︒

　

Ｐ
Ｔ
の
会
議
は
い
つ
も
夕
方
か

ら
開
く
︒
あ
る
時
︑
夜
７
時
半
で

会
議
が
終
わ
っ
た
︒す
る
と
社
長
は

﹁
こ
れ
か
ら
銀
座
で
︑
取
引
先
の

社
長
以
下
２
︑
３
人
の
役
員
た
ち

に
合
流
す
る
﹂と
い
う
︒
そ
し
て
︑

﹁
運
送
屋
の
社
長
な
ん
て
こ
ん
な

も
ん
だ
よ
︒だ
っ
て（
荷
主
企
業
名
）

の
荷
物
を
う
ち
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
で
も
︑
他
の
運
送
会
社
の
ト
ラ

ッ
ク
が
運
ん
で
も
同
じ
で
し
ょ
︒

何
も
違
い
は
な
い
で
す
よ
︒
夜
の

８
時
過
ぎ
に
︑
社
長
の
自
分
が
合

流
す
る
の
が
唯
一
の
差
別
化
で
す
﹂

と
苦
笑
し
た
︒
と
は
い
え
︑
相
手

は
上
場
企
業
の
社
長
な
の
で
︑
中

小
事
業
者
が
席
を
同
じ
く
で
き
る

だ
け
で
も
大
し
た
も
の
だ
が
︑
そ

れ
以
上
に
会
議
で
は
非
論
理
的
な

社
長
の
話
と
し
て
は
︑
実
に
説
得

性
が
あ
る
と
妙
に
感
心
し
た
︒

　

中
小
事
業
者
の﹁
し
た
た
か
さ
﹂

も
経
営
の
要
素
で
あ
る
︒

第
190
回

中小事業者の現実としたたかさ

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
は
︑﹁
ハ
ノ

ー
バ
ー
Ｉ
Ａ
Ａ
国
際
商
用
車
シ

ョ
ー
﹂
の
３
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の

う
ち
︑
①
コ
ネ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

（
つ
な
が
る
自
動
車
）
を
紹
介

し
ま
し
た
︒
今
回
は
残
り
２
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
︒

② 

運
転
の
自
動
化

　
（Autom

ated Driving

）

　

目
的
は
﹁
効
率
的
で
安
全
な

輸
送
﹂
で
す
︒
安
全
性
を
高
め

る
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
が
高
度

化
す
る
と
︑
運
転
の
自
動
化
の

可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
︒ま
た
︑

緊
急
時
に
は
ブ
レ
ー
キ
補
助
機

能
で
事
故
を
回
避
︑
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

デ
ジ
タ
ル
的
に
コ
ネ
ク
ト
さ

れ
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
車
列
を

組
ん
で
フ
リ
ー
ウ
エ
ー
を
自
動

運
転
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
︑
現

在
︑
欧
州
で
車
間
距
離
は
80
㍍

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
自

動
運
転
に
よ
り
車
間
距
離
15
㍍

も
可
能
と
な
り
︑
同
じ
道
路
に

よ
り
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
︑
よ
り
多
く

の
輸
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
燃
費
改
善
や
交
通

安
全
の
向
上
︑
運
転
手
の
ス
ト

レ
ス
減
少
に
も
資
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
︒

③ 

代
替
燃
料
自
動
車
と
し
て
の

天
然
ガ
ス
自
動
車

　
（Alternative Powertrain

）

　

電
気
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
だ
け

で
な
く
︑天
然
ガ
ス（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
︑

Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

に
つ
い
て
も
︑
各
社
と
も
積
極

的
に
展
示
し
て
い
ま
し
た
︒

　

特
に
天
然
ガ
ス
自
動
車
に
つ

い
て
は
︑
従
来
の
軽
油
に
代
わ

る
燃
料
を
使
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク

と
し
て
︑
イ
ベ
コ
等
か
ら
大
型

Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ト

ラ
ッ
ク
（
写
真
）
が
出
展
さ
れ

て
お
り
︑
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
同
等

の
最
高
出
力
や
ト
ル
ク
を
発
生

す
る
エ
ン
ジ
ン
が
み
ら
れ
ま
し

た
︒

₄ 

Ｉ
Ａ
Ａ
展
示
会
を
通
し
て

　

訪
問
当
日
は
︑
休
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
︑
家
族
連
れ
も
多

く
参
加
し
て
お
り
︑
子
ど
も
た

ち
が
消
防
車
等
に
試
乗
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
︑
多
く
の
見
学

者
で
混
雑
し
て
い
ま
し
た
︒
Ｉ

Ａ
Ａ
展
示
会
開
催
事
務
局
に
よ

る
と
︑
期
間
中
約
25
万
人
の
見

学
者
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

Ｉ
Ａ
Ａ
展
示
会
で
は
︑
天
然

ガ
ス
自
動
車
や
電
気
自
動
車
の

ほ
か
﹁
ユ
ー
ロ
Ⅵ
﹂
を
ク
リ
ア

ー
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
が

多
く
出
展
さ
れ
て
お
り
︑
自
動

車
メ
ー
カ
ー
各
社
の
環
境
改
善

へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
︑
近
年

乗
用
車
で
話
題
に
な
っ
て
い
る

運
転
の
自
動
化
に
つ
い
て
も
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
世
界
的
な
地
球
環
境

改
善
へ
の
取
り
組
み
と
並
行
し

て
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の

安
全
運
転

を
支
援
す

る
シ
ス
テ

ム
開
発
が

急
速
に
発

展
し
よ
う

と
し
て
い

ま
す
︒
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神
障
害
の
状
況
に
つ
い
て
︑

労
災
請
求
件
数
と
支
給
決
定

件
数
を
公
表
し
て
い
る
も
の
︒

　

脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る

事
案
の
請
求
件
数
は
前
年
度

比
30
件
増
の
８
２
５
件
で
︑

支
給
決
定
件
数
は
同
９
件
増

の
２
６
０
件
だ
っ
た
︒

　

業
種
別（
中
分
類
）で
は
︑

請
求
件
数
︑
支
給
決
定
件
数

と
も
に﹁
道
路
貨
物
運
送
業
﹂

が
１
４
５
件
︑
89
件
で
最
多

と
な
っ
た
︒

　

職
種
別（
中
分
類
）で
は
︑

﹁
自
動
車
運
転
従
事
者
﹂
が

１
７
８
件
︑
89
件
と
最
も
多

か
っ
た
︒

　

年
齢
別
で
は
︑﹁
50
～
59

歳
﹂
が
請
求
件
数
︑
支
給
決

定
件
数
と
も
に
最
多
で
︑
時

間
外
労
働
時
間
別
の
支
給
決

定
件
数
は
﹁
80
時
間
以
上
～

１
０
０
時
間
未
満
﹂
が
最
も

多
か
っ
た
︒

　

一
方
︑
精
神
障
害
に
関
す

る
事
案
の
請
求
件
数
は
︑
前

年
度
比
71
件
増
の
１
５
８
６

件
︑
支
給
決
定
件
数
は
同
26

件
増
の
４
９
８
件
だ
っ
た
︒

　

業
種
別（
中
分
類
）で
は
︑

﹁
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・

介
護
事
業
﹂
が
請
求
件
数
︑

支
給
決
定
件
数
と
も
に
最
多

で
︑
職
種
別
（
中
分
類
）
で

は
﹁
一
般
事
務
従
事
者
﹂
が

い
ず
れ
も
最
も
多
か
っ
た
︒

（
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス
）

　

有
期
契
約
労
働
者
等
の
基

本
給
の
賃
金
規
定
等
を
２
％

以
上
増
額
改
定
し
︑
昇
給
さ

せ
た
場
合
等
に
助
成
を
行
う

制
度
︒
①
全
て
の
賃
金
規
定

等
を
２
％
以
上
増
額
改
定
し

た
場
合
︑
②
雇
用
形
態
別
・

職
種
別
等
の
賃
金
規
定
等
を

２
％
以
上
増
額
改
定
し
た
場

合
に
お
い
て
︑
対
象
労
働
者

数
に
応
じ
て
助
成
額
が
決
定

す
る
︒
中
小
企
業
に
お
い
て

は
︑
３
％
以
上
増
額
改
定
し

た
場
合
︑
助
成
額
が
加
算
さ

れ
る
ほ
か
︑
生
産
性
の
向
上

が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
増
額

さ
れ
る
（
表
２
）︒

３
． 

人
事
評
価
改
善
等
助
成

金

　

生
産
性
向
上
に
資
す
る
人

事
評
価
制
度
と
︑
賃
金
制
度

の
整
備
を
通
じ
て
生
産
性
向

上
を
図
り
︑
賃
金
ア
ッ
プ
と

離
職
率
低
下
を
実
現
し
た
企

業
に
対
す
る
助
成
制
度
︒
人

事
評
価
制
度
等
の
実
施
状
況

に
応
じ
て
︑﹁
①
制
度
整
備

助
成
（
助
成
額
50
万
円
）﹂︑

﹁
②
目
標
達
成
助
成
（
同
80

万
円
）﹂
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
︒

　

各
助
成
金
制
度
の
支
給
要

件
等
に
関
す
る
詳
細
は
︑
同

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局

ま
で
︒

募
予
算
額
は
約
38
億
円
︒

　

補
助
率
は
︑
ク
ラ
ウ
ド
型

車
載
器
を
導
入
し
た
場
合
は

経
費
の
２
分
の
１
以
内
︑
メ

モ
リ
ー
カ
ー
ド
型
車
載
器
の

場
合
は
３
分
の
１
以
内
︒
な

お
︑シ
ス
テ
ム
導
入
後
に
は
︑

当
該
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

﹁
自
己
診
断
デ
ー
タ
﹂
を
取

得
し
︑
自
己
診
断
（
現
状
分

析
・
提
案
）
を
実
施
し
た
上

で
︑
同
事
業
の
執
行
団
体
で

あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
㈱
に
自
己
評
価
を
報

告
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
７
月

24
日
㈪
～
８
月
７
日
㈪
消
印

有
効
（
補
助
申
請
の
合
計
額

が
予
算
額
に
達
し
た
場
合

は
︑
公
募
期
間
内
で
あ
っ
て

も
公
募
は
終
了
す
る
）︒
公

募
に
関
す
る
詳
細
は
︑
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ

と
︒

 

物
流
拠
点
と
直
結
も

民
間
施
設
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

　

国
土
交
通
省
は
７
月
７

　

国
土
交
通
省
は
７
月
７

日
︑
６
月
30
日
か
ら
の
梅
雨

前
線
に
伴
う
大
雨
お
よ
び
台

風
３
号
の
被
害
に
伴
い
︑
福

岡
県
と
大
分
県
の
一
部
地
域

に
使
用
の
本
拠
を
有
す
る
車

両
の
う
ち
︑
自
動
車
検
査
証

の
有
効
期
間
が
７
月
５
日
か

ら
８
月
４
日
ま
で
の
車
両
に

つ
い
て
︑
８
月
５
日
ま
で
自

動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
を

　

国
土
交
通
省
は
７
月
７
日

付
で
︑
一
連
の
幹
部
人
事
を

発
令
し
た
︒

伸
長
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

福
岡
県
朝
倉
市
︑
同
朝
倉

郡
東
峰
村
︑
同
田
川
郡
添
田

町
︑
大
分
県
日
田
市
︑
同
中

　

国
土
交
通
省
は
︑
経
済
産

　

武
藤
浩
国
土
交
通
事
務
次

官
が
辞
職
し
︑
後
任
の
次
官

に
は
旧
建
設
省
出
身
の
毛
利

の
連
携
に
よ
り
実
施
す
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

省
エ
ネ
化
推
進
事
業
（
車
両

動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

支
援
に
よ
る
実
証
）﹂
の
公

募
を
開
始
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
荷
主
と
の
連
携

を
要
件
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
要
す
る
経
費

（
設
備
費
）
の
一
部
を
補
助

し
︑
当
該
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
荷
主
と
の
共
同
に
よ
る
︑

輸
送
の
効
率
化
を
実
証
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
事
業
︒
公

過
労
死
認
定
が依

然
最
多

平
成
28
年
度
ト
ラ
ッ
ク

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
30

日
︑
平
成
28
年
度
の
﹁
過
労

死
等
の
労
災
補
償
状
況
﹂
を

ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

過
重
な
仕
事
が
原
因
で
発

症
し
た
脳
・
心
臓
疾
患
や
︑

仕
事
に
よ
る
強
い
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
原
因
で
発
病
し
た
精

１
．
業
務
改
善
助
成
金

　

生
産
性
向
上
の
た
め
の
設

備
投
資
な
ど
を
行
っ
て
事
業

場
内
の
最
低
賃
金
を
一
定
額

以
上
引
上
げ
た
場
合
︑
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
︑
事
業
場
内
最
低
賃
金

が
１
０
０
０
円
未
満
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
対

象
︒
助
成
額
は
︑
５
つ
の
コ

ー
ス
（
表
１
）
か
ら
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
︒

２
．
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
最
低
賃
金
お
よ
び
賃
金
の
引

上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
を
図
る
た
め
︑
最
低
賃
金

・
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
生
産
性
向
上
等
の
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
︒

 

最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
中
小
企
業
を
支
援

　
　
「
業
務
改
善
」「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」

「
人
事
評
価
改
善
」
等
に
対
し
助
成

日
︑
高
速
道
路
と
民
間
施
設

を
直
結
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
を
整
備
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
︑
募
集
を

開
始
し
た
︒

　

６
月
９
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
﹁
未
来
投
資
戦
略
２
０

１
７
﹂
を
踏
ま
え
︑
高
速
道

路
と
︑
近
傍
に
位
置
す
る
大

規
模
な
物
流
拠
点
や
工
業
団

地
︑
商
業
施
設
等
の
民
間
施

設
と
を
直
結
す
る
Ｉ
Ｃ
を
︑

民
間
の
発
意
と
負
担
に
よ
り

整
備
す
る
制
度
と
し
て
︑
具

体
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
︒

　

国
交
省
で
は
民
間
施
設
管

理
者
︑
連
結
道
路
管
理
者
︑

地
方
整
備
局
な
ど
か
ら
な
る

協
議
会
を
設
置
し
︑
検
討
・

調
整
を
進
め
る
︒
一
般
交
通

も
利
用
可
能
と
す
る
必
要
が

あ
り
︑
既
設
Ｉ
Ｃ
や
周
辺
道

路
の
円
滑
化
︑
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ

ス
時
間
の
改
善
︑
地
域
活
性

化
な
ど
に
効
果
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

Ｉ
Ｃ
は
︑
進
行
方
向
に
制

限
の
あ
る
ハ
ー
フ
イ
ン
タ
ー

や
︑
出
入
口
の
い
ず
れ
か
し

か
な
い
ク
ォ
ー
タ
ー
イ
ン
タ

ー
も
認
め
︑
民
間
施
設
名
を

Ｉ
Ｃ
名
称
と
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
︒

　

な
お
︑
民
間
企
業
は
︑
市

町
村
を
通
じ
て
手
続
き
を
行

う
︒

津
市
の
５
市
町
村
が
対
象
︒

　

な
お
︑
有
効
期
間
伸
長
の

適
用
を
受
け
た
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
の

契
約
期
間
に
つ
い
て
は
︑
伸

長
さ
れ
た
期
間
内
の
継
続
検

査
を
申
請
す
る
時
ま
で
に
契

約
す
れ
ば
よ
い
こ
と
と
な
る
︒

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と

信
二
氏
が
就
い
た
︒

田
端
浩
国
土
交
通

審
議
官
は
留
任
し
︑

新
た
に
奈
良
平
博
史

国
際
統
括
官
が
国
土
交
通
審

議
官
に
着
任
し
た
︒
官
房
長

に
は
︑
藤
田
耕
三
総
合
政
策

局
長
が
昇
格
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
行
政
を
担
当
す

る
自
動
車
局
長
に
は
︑
奥
田

哲
也
鉄
道
局
長
が
︑
鉄
道
局

長
に
は
藤
井
直
樹
自
動
車
局

長
が
そ
れ
ぞ
れ
異
動
し
た
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を

直
接
担
当
す
る
貨
物
課
長

は
︑
同
１
日
付
で
前
任
の
加

藤
進
氏
が
大
臣
官
房
付
と
な

り
︑
後
任
に
は
平
嶋
隆
司
総

合
政
策
局
物
流
政
策
課
長
が

着
任
し
た
︒

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム　
　
　
　

　
　
　
　
　
導
入
支
援
補
助
を
実
施

公
募
予
算
額
約
38
億
円

車
検
証
の
有
効
期
間
伸
長

福
岡
・
大
分
の
大
雨
被
害
で

次
官
に
毛
利
氏
、
自
動
車
局
長
に
奥
田
氏

国
交
省
幹
部
人
事
を
発
令

毛利 信二
国土交通事務次官

奥田 哲也
自動車局長

平嶋 隆司
貨物課長

表２　キャリアアップ助成金（賃金規定等改定コース）

対象
労働者数

全ての有期契約労働者等を
対象とした賃金規定等改定

雇用形態・職種別など一部の
有期契約労働者等を対象とした

賃金規定等改定

中小企業 大企業 中小企業 大企業

1 人～ 3 人
95,000 円

＜ 120,000 円＞
71,250円

＜90,000円＞
47,500円

＜60,000円＞
33,250円

＜42,000円＞

4 人～ 6 人
190,000 円

＜ 240,000 円＞
142,500 円

＜180,000 円＞
95,000 円

＜120,000 円＞
71,250円

＜90,000円＞

7 人～ 10 人
285,000 円

＜ 360,000 円＞
190,000 円

＜240,000 円＞
142,500 円

＜180,000 円＞
95,000円

＜120,000円＞

11 人～ 100 人

313,500 円～
2,850,000 円

（28,500円×人数）

209,000 円～
1,900,000 円

（19,000 円×人数）

156,750 円～
1,425,000 円

（14,250 円×人数）

104,500円～
950,000円

（9,500円×人数）

＜ 396,000 円～
3,600,000 円＞

（36,000円×人数）

＜264,000 円～
2,400,000 円＞

（24,000 円×人数）

＜198,000 円～
1,800,000 円＞

（18,000 円×人数）

＜132,000円～
1,200,000円＞

（12,000円×人数）
※＜＞内の数字は生産性要件を満たした場合

表１　業務改善助成金（５つのコース）
助成対象事業場助成の上限額助成率事業場内最低賃金の引上げ額
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㈱
ユ
ミ
タ
運
輸
は
︑
地
元

で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
や
︑

レ
ン
ズ
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な

ど
の
光
学
ガ
ラ
ス
︑
ま
た
自

動
車
部
品
な
ど
の
輸
送
を
手

が
け
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

関
東
地
方
へ
の
輸
送
が
メ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
が
︑
光
学

ガ
ラ
ス
は
九
州
ま
で
輸
送
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
︒

　

同
社
が
本
社
を
置
く
福
島

県
南
会
津
町
は
山
に
囲
ま
れ

て
お
り
︑
冬
に
な
る
と
大
雪

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒

ま
た
︑
同
地
で
は
以
前
か
ら

過
疎
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た

が
︑
平
成
23
年
の
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
発
生
以
降
︑
人
材
不
足

が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
︒

　

同
社
は
大
竹
社
長
の
父
親

に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
︑
東
日

本
大
震
災
当
時
︑
大
竹
社
長

は
専
務
取
締
役
と
し
て
同
社

の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
︒

大
竹
社
長
は
震
災
後
の
人
材

不
足
を
契
機
に
︑
同
社
で
一

生
懸
命
働
い
て
く
れ
る
﹁
人

の
大
切
さ
﹂
を
痛
切
に
感
じ

た
と
い
う
︒

　

大
竹
社
長
は
26
年
に
社
長

に
就
任
し
︑﹁
社
員
に
と
っ
て

仕
事
を
し
や
す
い
︑
社
員
が

一
丸
に
な
っ
て
頑
張
れ
る
よ

う
な
職
場
に
し
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
﹂

を
具
体
的
に
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
そ
こ
で
考
え
た
の

は
︑﹁
社
員
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
︑
毎
日
健
や
か
に
仕

事
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
職
場
環
境
に
し
て
い
く
﹂

こ
と
で
あ
っ
た
︒

　

当
時
︑
同
社
で
は
健
康
診

断
は
行
っ
て
い
た
も
の
の
︑

﹁
検
診
結
果
で
改
善
項
目
が

指
摘
さ
れ
て
も
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
﹂
と
い
う
社
員
が
少
な
く

な
か
っ
た
︒
ま
た
︑﹁
通
院
す

る
と
仕
事
を
休
む
こ
と
に
な

り
︑
収
入
が
減
っ
て
し
ま
う

か
ら
︑
病
院
に
は
で
き
る
だ

け
行
き
た
く
な
い
﹂
と
考
え

る
社
員
も
い
た
︒
同
社
本
社

の
あ
る
南
会
津
町
田
島
地
区

に
は
県
立
病
院
な
ど
も
あ

り
︑
受
診
し
よ
う
と
思
え
ば

受
診
で
き
る
環
境
で
は
あ
っ

た
が
︑
結
果
と
し
て
健
診
を

受
け
て
も
指
摘
項
目
が
放
置

さ
れ
が
ち
に
な
り
︑
本
格
的

に
具
合
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
︑

よ
う
や
く
病
院
の
門
を
た
た

く
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
う
し
た
状
況

を
改
善
す
べ
く
︑
同
社
で
は

２
年
前
か
ら
具
体
的
に
社
員

の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
︒

早
く
休
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
と
︑
社
宅
の
購
入
に
踏
み

切
っ
た
︒

　

な
お
︑
社
宅
用
の
一
軒
家

に
隣
接
し
て
プ
レ
ハ
ブ
小
屋

が
建
て
ら
れ
て
お
り
︑
こ
ち

ら
は
深
夜
に
帰
っ
て
き
て
仮

眠
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
用
の
施

設
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
ま
ず
手
始
め

に﹁
休
憩
や
睡
眠
を
励
行
し
︑

仕
事
の
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ

う
に
す
る
﹂
た
め
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
︒

　

南
会
津
町
と
東
京
の
間

は
︑
直
線
距
離
で
み
る
と
比

較
的
近
く
感
じ
ら
れ
る
︒
し

か
し
︑
南
会
津
町
か
ら
高
速

道
路
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

と
︑
国
道
１
２
１
号
を
通
っ

て
栃
木
県
に
出
て
︑
国
道
４

０
０
号
経
由
で
塩
原
温
泉
を

抜
け
て
東
北
道
西
那
須
野
塩

原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

利
用
す
る
か
︑
ま
た
は
そ
の

ま
ま
国
道
１
２
１
号
を
南
下

し
︑
鬼
怒
川
温
泉
を
抜
け
て

日
光
宇
都
宮
道
路
に
出
る
と

い
う
形
に
な
る
︒
両
ル
ー
ト

と
も
山
間
部
の
た
め
道
幅
は

広
く
な
く
︑
ま
た
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
渋
滞
も
発
生
す
る

た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
︒

　

そ
の
た
め
︑
同
社
に
お
け

る
健
康
づ
く
り
で
は
︑
ま
ず

ド
ラ
イ
バ
ー
の
疲
労
蓄
積
を

抑
え
る
こ
と
で
健
康
を
維
持

し
て
い
く
と
い
う
手
法
が
採

ら
れ
た
︒

　

最
初
に
︑
社
内
に
シ
ャ
ワ

ー
室
や
仮
眠
室
を
設
置
し
︑

長
距
離
運
転
の
疲
れ
を
少
し

で
も
癒
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
た
︒
ま
た
︑
荷
積
み
の
際

の
負
担
軽
減
と
い
う
観
点
か

ら
︑
同
社
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ
（
写
真
①
）
を
導
入
し
て

い
る
︒
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着

用
し
て
荷
積
み
作
業
を
行
う

こ
と
で
︑
腰
痛
防
止
の
効
果

も
期
待
で
き
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
本
社

の
ほ
ど
近
く
に
社
宅
用
の
一

軒
家
を
購
入
し
た
︒
同
社
の

社
員
の
中
に
は
︑
会
津
若
松

市
や
会
津
美
里
町
か
ら
通
勤

す
る
人
も
い
る
︒
会
社
ま
で

は
40
㌔
㍍
ほ
ど
離
れ
て
お

り
︑
特
に
積
雪
の
多
い
冬
場

の
通
勤
に
は
苦
労
を
強
い
ら

れ
る
︒
そ
こ
で
︑
仕
事
が
終

わ
っ
た
ら
社
員
に
少
し
で
も

　

と
こ
ろ
で
︑
厚
生
労
働
省

の
デ
ー
タ
※１
に
よ
る
と
︑﹁
現

在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る

男
性
の
割
合
﹂
は
福
島
県
が

ワ
ー
ス
ト
１
位
（
県
内
男
性

喫
煙
率
39
・
７
％
︑
全
国
平

均
33
・
６
％
）
と
な
っ
て
い

る
︒
喫
煙
と
が
ん
は
関
連
性

が
強
く
︑
た
ば
こ
を
吸
う
人

が
が
ん
で
死
亡
す
る
リ
ス
ク

は
︑
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
る

と
男
性
で
２
倍
︑
女
性
で
１

・
６
倍
に
高
ま
る
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
る
※２
︒
ま
た
︑

が
ん
の
他
に
も
︑
冠
動
脈
心

疾
患
（
狭
心
症
︑
心
筋
梗
塞

な
ど
）
や
脳
卒
中
な
ど
と
い

っ
た
循
環
器
の
病
気
︑
肺
炎

や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど

呼
吸
器
の
病
気
の
原
因
に
も

な
る
た
め
︑
健
康
維
持
の
た

め
に
は
喫
煙
を
控
え
た
ほ
う

が
い
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

さ
て
︑
こ
れ
ま
で
紹
介
し

た
よ
う
に
︑
同
社
で
は
一
歩

ず
つ
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
が
︑
そ

う
し
た
中
︑
40
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
の
あ
る
社
員
が
体
調

の
悪
化
を
訴
え
た
︒
病
院
で

診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
︑
が

ん
に
侵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
︒
同
社
員
は
直
ち

に
入
院
し
て
手
術
を
受
け
︑

そ
の
後
も
月
に
３
回
ほ
ど
仕

事
を
休
ん
で
抗
が
ん
剤
を
投

与
す
る
な
ど
の
措
置
を
続
け

て
い
る
︒

　

こ
の
社
員
の
闘
病
が
︑
他

の
社
員
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
た
︒
こ
の
社
員
が
か
か

っ
た
が
ん
は
進
行
が
と
て
も

速
く
︑﹁
体
調
が
悪
い
け
れ

ど
も
︑
仕
事
が
あ
る
か
ら
無

理
し
て
頑
張
ろ
う
﹂
と
診
察

を
怠
っ
て
い
た
場
合
に
は
︑

命
の
危
険
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

早
期
に
が
ん
を
発
見
で
き
た

こ
と
で
適
切
な
処
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
︑
一
命
を
取

り
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
︒
今
回
の
出
来
事
を

き
っ
か
け
に
︑他
の
社
員
に
も
︑

﹁
病
院
に
行
っ
て
悪
い
箇
所

を
早
期
発
見
し
︑
早
く
処
置

し
て
も
ら
う
こ
と
で
︑
結
果

的
に
自
分
の
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
﹂
と
い
う
意
識
が

強
ま
っ
た
と
い
う
︒

　

一
方
︑
こ
う
し
た
場
面
に

直
面
し
た
こ
と
で
︑
大
竹
社

長
は
﹁
社
員
は
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
宝
で
あ
る
﹂
と

一
層
強
く
感
じ
た
と
い
う
︒

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
︑
大

竹
社
長
は
が
ん
の
引
き
金
に

も
な
っ
た
喫
煙
の
あ
り
方
や
︑

喫
煙
と
同
じ
く
万
病
の
も
と

と
言
わ
れ
る
高
血
圧
対
策
に

つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
︒

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
︑

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
︑
我
が
国

に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健

康
職
場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒
今
回
は
︑

福
島
県
南
会
津
町
の
株
式
会
社
ユ
ミ

タ
運
輸（
大
竹
博
史
代
表
取
締
役
社
長
）

に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

第
３
回  

株
式
会
社
ユ
ミ
タ
運
輸（
福
島
県
南
会
津
町
）

❖
震
災
以
降
の
人
材
不
足
で
感
じ
た「
人
の
大
切
さ
」

社
員
の
健
康
づ
く
り
推
進
を
決
意

❖
ド
ラ
イ
バ
ー
の
疲
労
蓄
積
を
抑
え
る
た
め
に

休
憩
や
睡
眠
を
取
り
や
す
い
環
境
に
改
善

❖
１
人
の
社
員
を
進
行
が
ん
が
襲
う

闘
病
を
機
に
「
早
期
発
見
・
治
療
」
へ
の
意
識
高
ま
る

健康づくりについて情報発信する場にもなっている「ドライバーミーティング」

同社は山間部の福島県南会津町に本社を構える

大竹 博史
代表取締役社長

①

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

「
わ
が
社
の
宝
で
あ
る
社
員
の
健
康
を
守
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
二
人
三
脚
で
健
康
づ
く
り
に
邁
進

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

　受動喫煙は健康に悪影響を及ぼし、心筋梗塞や脳卒中、肺がんなど
のリスクが高まります。平成27年６月１日から、職場の受動喫煙防止対
策が事業者の努力義務になっています。
　厚生労働省では、受動喫煙防止対策を行う際の費用の一部を支援す
る「受動喫煙防止対策助成
金」の申請を受け付けてい
ます。助成額は、喫煙室の
設置などに係る経費のう
ち、工費、設備費、備品費、
機械装置費などの２分の１

（上限200万円）となって
います。
　詳しくは、厚労省ホーム
ページをご覧ください。

（ロゴ：厚労省 受動喫煙防
止ロゴマーク）

健康づくりTopics

＜ 厚生労働省 ＞
「受動喫煙防止対策助成金」

申請受付中！
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に
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

を
買
わ
ず
に
︑
水
分
補
給
を

我
慢
し
て
し
ま
う
人
も
い
る

と
い
う
︒
そ
こ
で
︑
会
社
で

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
大
量

に
購
入
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

配
布
し
て
適
宜
水
分
補
給
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
冬
に
な
る
と
︑
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の

ほ
か
︑
同
社
で
は
道
路
の
除

雪
作
業
も
手
が
け
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
転
倒
防
止
な
ど
の

話
題
を
取
り
上
げ
る
︒
さ
ら

に
︑
春
に
は
花
粉
症
対
策
を

紹
介
︒
花
粉
症
の
状
態
で
乗

務
す
る
と
︑
運
転
よ
り
も
自

分
の
目
や
鼻
の
状
態
が
気
に

な
っ
て
し
ま
い
︑
注
意
力
が

散
漫
に
な
る
こ
と
で
事
故
に

繋
が
り
か
ね
な
い
と
︑
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
︑
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
参
加
し
︑
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
話
を
し
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
︒
社
員

が
︑
自
分
の
健
康
状
態
に
つ

い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

相
談
す
る
こ
と
も
多
く
︑
病

院
で
の
受
診
や
生
活
習
慣
改

善
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

る
︒
体
に
不
調
を
抱
え
る
社

員
は
︑﹁
ど
う
し
た
ら
い
い
ん

だ
ろ
う
﹂
と
不
安
に
感
じ
る

こ
と
が
多
い
︒
こ
う
し
た
不

安
や
悩
み
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
と
仕
事
が
手
に
つ
か

な
く
な
り
︑
そ
の
結
果
︑
事

故
を
誘
発
し
か
ね
な
い
︒
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
相
談
す

る
こ
と
で
﹁
具
体
的
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
﹂
が
分
か

り
︑
そ
し
て
安
心
感
か
ら
心

の
悩
み
も
解
消
す
る
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
機
会
を
通
じ
て
︑
社
内
か

ら
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
︑
社
員
の
理
解
が

深
ま
り
︑
適
切
な
処
置
が
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
︒

　

仕
事
柄
︑
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
﹁
ど
う
運
動
の
習
慣

を
つ
け
さ
せ
る
か
﹂
と
い
う

こ
と
も
︑
病
気
を
未
然
に
防

ぐ
意
味
で
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
︒
同
社
で
は
︑
毎
朝
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
︒
大
竹
社
長
も
朝
出

勤
す
る
と
︑
ま
ず
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
う
よ
う
に
し
て
お

り
︑
い
ま
で
は
ラ
ジ
オ
体
操

は
社
員
の
朝
の
日
課
と
な
っ

て
い
る
︒
ま
た
︑
地
域
で
行

わ
れ
る
﹁
企
業
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
﹂（
写
真
③
）
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
︑
社
員
の
運
動
の
機
会

を
増
や
し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
近
年
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
︒
仕
事
を
長
く

続
け
る
た
め
に
は
︑
体
の
健

康
だ
け
で
は
な
く
﹁
心
の
健

康
﹂
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
︒
同
社
で
は
︑
点
呼
の

際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
理
状

態
に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
し
︑

心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で

乗
務
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
大
竹
社
長
も
社

員
に
対
し
て
積
極
的
に
語
り

か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

そ
の
結
果
︑
い
ま
で
は
社
員

か
ら
い
ろ
い
ろ
相
談
を
受
け

る
機
会
も
増
え
て
い
る
そ
う

だ
︒

　

温
か
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
で
日
々
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
で
︑
社
員
同

士
の
信
頼
感
が
育
ま
れ
︑
社

員
の
一
体
感
が
よ
り
強
く
な

る
︒
同
社
で
は
︑
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
︑
社
内
の
雰
囲

気
も
良
い
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
従
来
︑
社
員
の

健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
は
年
に
１
︑

２
度
の
健
康
診
断
の
み
と
い

う
状
態
が
続
い
て
い
た
︒
こ

れ
で
は
︑
個
人
の
健
康
状
態

の
細
か
な
変
化
を
把
握
す
る

こ
と
は
難
し
い
︒
そ
こ
で
︑

点
呼
の
際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の

血
圧
と
体
重
を
測
定
し
︑
そ

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
点
呼
の
際

に
︑
週
に
１
度
︑
同
じ
曜
日

の
同
じ
時
間
に
測
定
を
行

う
︒
特
に
︑
血
圧
は
時
間
や

環
境
に
よ
り
変
動
し
て
い
く

た
め
︑
同
じ
時
間
に
同
じ
環

境
で
測
定
す
る
こ
と
で
血
圧

の
動
向
を
正
し
く
つ
か
む
こ

と
が
可
能
に
な
る
︒
１
か
月

　
﹁
社
員
の
闘
病
﹂
と
い
う

大
き
な
出
来
事
に
よ
り
︑
社

員
の
健
康
へ
の
意
識
が
格
段

に
高
ま
っ
た
同
社
︒
今
後
大

切
に
な
っ
て
く
る
の
は
︑﹁
健

康
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
い

か
に
維
持
し
て
い
く
か
﹂
と

い
う
と
こ
ろ
に
な
っ
て
く
る
︒

　

同
社
で
は
︑
社
内
に
社
員

６
人
か
ら
な
る
﹁
安
全
衛
生

推
進
委
員
会
﹂を
立
ち
上
げ
︑

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

（
別
掲
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
助
言
を
受
け
な
が

ご
と
に
デ
ー
タ
を
チ
ェ
ッ
ク

し
︑
血
圧
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
場
合
に
は
病
院
で
の
精
密

検
査
を
促
す
ほ
か
︑
体
重
が

増
え
て
き
て
い
る
人
に
は
運

動
を
行
う
な
ど
の
生
活
改
善

を
指
示
し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
喫
煙
対
策
に
つ
い

て
は
︑
受
動
喫
煙
防
止
の
観

点
か
ら
︑
同
社
敷
地
内
に
喫

煙
ス
ペ
ー
ス
（
写
真
②
）
を

新
た
に
設
置
︒
ヘ
ビ
ー
ス
モ

ー
カ
ー
に
対
す
る
禁
煙
指
導

な
ど
も
視
野
に
︑
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
て
い
る
︒

※１
厚
生
労
働
省
﹁
平
成
24
年

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
報

告
﹂
よ
り
︒

※２
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

﹁
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
﹂
サ

イ
ト
よ
り
︒

ら
︑
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

毎
月
１
回
行
わ
れ
る
﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

で
は
︑
社
員
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
担
当
委
員
が
資
料

を
作
成
し
︑
社
員
の
前
で
発

表
を
行
っ
て
い
る
︒

　

例
え
ば
︑
夏
の
こ
の
時
期

に
は
﹁
熱
中
症
予
防
﹂
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
︒
熱
中
症

を
防
ぐ
た
め
に
水
分
補
給
は

欠
か
せ
な
い
が
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
中
に
は
︑
節
約
の
た
め

　

同
社
で
は
︑
平
成
28
年
か

ら
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
福
島
支
部
に
よ

る
﹁
健
康
事
業
所
宣
言
﹂
の

取
り
組
み
を
開
始
し
︑
初
年

度
は
﹁
高
血
圧
対
策
﹂
に
力

を
入
れ
て
き
た
︒
２
年
目
と

な
る
今
年
は
︑﹁
１
年
目
以

上
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
﹂
と
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　

最
後
に
︑
同
社
に
お
け
る

今
後
の
健
康
づ
く
り
へ
の
方

向
性
に
つ
い
て
︑
大
竹
社
長

に
伺
っ
た
︒

　
﹁
例
え
ば
︑
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の
受

診
強
化
や
脳
ド
ッ
ク
検
査
の

受
診
な
ど
︑
ま
だ
ま
だ
や
る

べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
の

多
く
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
︑

多
く
の
社
員
が
﹃
う
ち
は
い

い
会
社
だ
﹄
と
言
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
経

営
者
と
し
て
は
︑
そ
う
思
っ

て
く
れ
る
社
員
の
こ
と
を
も

っ
と
大
事
に
し
た
い
︒
そ
の

た
め
に
は
︑
こ
れ
か
ら
も
社

員
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
大

竹
社
長
）

（
取
材
協
力
）
㈱
ユ
ミ
タ
運
輸 

大
竹
博
史
代
表
取
締
役
社
長

小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
訪
問
指
導
等
を
実
施

「
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用

❖
社
員
の
健
康
意
識
を
高
め
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

来
年
の
認
証
獲
得
目
指
し
対
策
を
推
進

株式会社ユミタ運輸
会社所在地	 福島県南会津郡南会津町
	 田島字田部原 140-1
資本金	 3,000 万円
設　立	 平成 4 年 4月1日
従業員数	 30 人（うちドライバー26 人）
車両数	 30 台

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
︑
一
定

の
規
模
の
事
業
場
に
は
︑
労
働
者

の
健
康
管
理
等
に
つ
い
て
専
門
的

な
立
場
か
ら
指
導
・
助
言
を
行
う

た
め
の
産
業
医
の
選
任
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
※３
︒
し
か
し
︑
運

送
事
業
者
の
多
く
は
中
小
零
細
事

業
者
で
あ
り
︑
同
社
の
よ
う
に
︑

こ
の
規
定
を
満
た
さ
な
い
事
業
場

も
少
な
く
な
い
︒
し
か
し
︑
労
働

者
数
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業
場

で
あ
っ
て
も
︑
長
時
間
労
働
者
へ
の

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
が
平
成
20

年
４
月
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
て
い

　

社
員
の
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
︑
健
康
診
断
を
受

診
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
専

門
家
に
よ
る
適
切
な
指
導
の
下
に

社
員
一
人
ひ
と
り
が
着
実
に
改
善

る
た
め
︑
面
接
指
導
に
関
す
る
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
適
切
な
指
導
を

受
け
さ
せ
︑受
診
を
促
す
こ
と
で
︑

社
員
の
健
康
へ
の
考
え
を
変
え
た

い
﹂
と
の
思
い
か
ら
︑﹁
健
康
面
・

医
療
面
で
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は

な
い
か
﹂と
探
し
た
︒
そ
の
結
果
︑

見
つ
け
た
の
が
﹁
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー
﹂
で
あ
っ
た
︒

　

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
と
は
︑

﹁
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
窓
口
﹂の
通
称
で
あ
る
︒（
独
）

労
働
者
健
康
安
全
機
構
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
︑

労
働
者
数
50
人
未
満
の
小
規
模
事

業
者
や
︑
そ
こ
で
働
く
社
員
を
対

象
に
︑
産
業
保
健
に
関
す
る
相
談

や
個
別
訪
問
指
導
︑
情
報
提
供
な

ど
の
支
援
を
無
料
で
実
施
し
て
い

る
︒
厚
生
労
働
省
の
労
働
基
準
監

督
署
が
管
轄
し
て
い
る
区
域
ご
と

に
お
お
む
ね
設
置
さ
れ
て
お
り
︑

福
島
県
内
で
は
﹁
会
津
地
域
産
業

保
健
セ
ン
タ
ー
﹂（
会
津
若
松
市
︑

喜
多
方
市
）
を
は
じ
め
８
か
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
地
域
産
業
保
健
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
い
︑
同

社
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
た
上
で
︑

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
指
導
や
助

言
を
受
け
て
い
る
︒
ま
た
︑
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
の
対
応
に
つ
い
て

も
︑
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
相

談
窓
口
な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
う

こ
と
で
︑
よ
り
適
切
な
対
応
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
︑
社
員
が
診

察
な
ど
で
病
院
に
行
く
際
に
は

﹁
出
勤
扱
い
﹂
と
し
て
い
る
︒
こ

れ
は
︑﹁
仕
事
を
休
む
こ
と
で
収
入

が
減
る
﹂
と
考
え
︑
病
院
に
行
き

た
が
ら
な
い
社
員
へ
の
対
応
策
で

あ
る
︒
社
員
が
安
心
し
て
病
気
を

治
療
し
︑
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

で
︑
社
員
は
長
く
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し
て
︑
そ
れ

が
運
送
会
社
の
事
業
継
続
に
も
繋

が
る
︒
社
員
が
地
域
産
業
保
健
セ

ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

医
師
な
ど
か
ら
正
し
く
分
か
り
や

す
い
説
明
を
聞
き
︑
そ
し
て
心
お

き
な
く
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑
同
社

で
は
病
気
を
治
療
し
︑
安
心
し
て

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
が
整
っ
た
の
で
あ
る
︒

※３
常
時
50
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
場
ご
と
に
１
人
以

上
︑
ま
た
常
時
３
０
０
０
人
を
超

え
る
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場

に
お
い
て
は
２
人
以
上
の
産
業
医

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

③

②

﹁
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
は
労

働
者
健
康
安
全
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

検
索
で
き
る

（
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
窓
口
）

社長から社員に積極的に対話することで社内の雰囲気が良くなった

❖「
健
康
事
業
所
宣
言
」
２
年
目

社
員
の
健
康
づ
く
り
に
一層
磨
き
を
か
け
る
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
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新規許可
貨物自動車

運送事業者数
（平成29年4月末）

全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
29年
4月

前年
同期
比

北海道 25 10 

東
北

青　森 5 2 
岩　手 5 1 
宮　城 15 8 
秋　田 5 3 
山　形 2 1 
福　島 14 1 

計 46 16 

関
東

茨　城 10 3 
栃　木 4 -3 
群　馬 4 -5 
埼　玉 28 14 
千　葉 9 -10 
東　京 16 -3 
神奈川 14 3 
山　梨 0 -5 

計 85 -6 

北
陸
信
越

新　潟 2 -2 
長　野 3 -1 
富　山 0 -2 
石　川 3 2 

計 8 -3 

中
部

福　井 1 0 
岐　阜 4 -8 
静　岡 9 0 
愛　知 15 0 
三　重 6 1 

計 35 -7 

近
畿

滋　賀 9 3 
京　都 10 2 
大　阪 26 -7 
兵　庫 24 9 
奈　良 2 -1 
和歌山 2 -2 

計 73 4 

中
国

鳥　取 0 0 
島　根 1 0 
岡　山 4 0 
広　島 3 -6 
山　口 4 2 

計 12 -4 

四
国

徳　島 3 -2 
香　川 2 -4 
愛　媛 5 1 
高　知 3 1 

計 13 -4 

九
州

福　岡 25 16 
佐　賀 1 1 
長　崎 2 0 
熊　本 3 2 
大　分 1 -3 
宮　崎 5 3 
鹿児島 5 1 

計 42 20 
沖　縄 2 -2 

※ 2 2 
合　計 343 26

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

労災ひとくちメモ

⑪労災を防ぐために
「安全活動」に取り組みましょう④

〜職場の安全を再点検してみましょう〜

　安全で安心な職場環境は、そこで働く人にとって大切
なだけでなく、顧客に対するサービス向上にも繋がります。
そのため、トップと従業員全員が積極的に安全活動に取
り組むことが重要です。
　社内で「4S 活動」「KY 活動」「危険の『見える化』」
を推進し、労働災害の未然防止に努めていくようにしま
しょう。

＜職場の安全について、再点検してみましょう＞

チェック項目 □

1 職場内で「4S 活動」を実施していますか？ □

2 職場内で「KY 活動」を実施していますか？ □

3 危険の「見える化」を実施していますか？ □

4 従業員への安全教育・研修は行っていますか？ □

5 朝礼や夕礼で安全意識の啓発を行っていますか？ □

6 事業場のトップが安全パトロールを行っていますか？ □

7 安全推進者を選任していますか？ □

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～輸送安全規則編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		荷主の都合により、荷待ち等で15分以上待機したときは乗務記録に
記録する。（	○・×	）

❷		早朝や深夜において点呼執行者が営業所に出勤していない場合は、
電話等による点呼が認められている。（	○・×	）

❸		運行上やむを得ない事情により対面点呼ができない場合は、電子メ
ールによる点呼でもよい。（	○・×	）

❹		営業所に備えられているアルコール検知器が故障して使用できない
場合は、点呼執行者の目視による酒気帯びの有無の確認を受ければ
乗務することができる。（	○・×	）

❺		疾病により安全な運転をすることができないおそれがあるときは、
その旨を貨物自動車運送事業者に申し出ること。（	○・×	）

（解答は７面）

　

７
月
６
日
未
明
か
ら
の
︑

線
状
降
水
帯
の
影
響
に
よ
る

九
州
北
部
地
方
の
豪
雨
で

は
︑
福
岡
県
や
大
分
県
な
ど

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
︒
両

県
で
31
人
が
亡
く
な
っ
た（
７

月
14
日
現
在
）
ほ
か
︑
住
宅

を
失
う
な
ど
し
て
多
く
の
市

民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
７
月
６
日
︑
国
土
交
通
省

の
藤
井
直
樹
自
動
車
局
長
か

ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
へ
の
体

制
整
備
指
示
を
受
け
︑
指
定

公
共
機
関
大
手
５
社
に
対

し
︑
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
へ
の
即

応
体
制
整
備
を
要
請
︒
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て
︑
情
報

収
集
体
制
を
確
保
し
︑
休
日

と
な
っ
た
同
８
日
㈯
・
９
日

㈰
に
は
国
交
省
に
対
し
︑
緊

　

福
岡
県
・
大
分
県
ト
協
で

は
︑
７
月
６
日
以
降
︑
県
か

ら
の
要
請
に
よ
り
︑
会
員
事

業
者
の
車
両
に
よ
る
緊
急
物

資
輸
送
を
展
開
︒
表
の
通
り
︑

７
月
14
日
現
在
で
福
岡
県
で

は
４
件
︑
大
分
県
で
も
４
件

の
緊
急
物
資
輸
送
が
行
わ
れ

た
︒

急
物
資
輸
送
状
況
を
報
告
し

た
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
は
福
岡
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
眞
鍋
博
俊

会
長
）︑
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
（
青
木
建
会
長
）
に
対

し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
関
係
事
業

者
に
関
す
る
被
害
状
況
情
報

の
収
集
︑
関
係
自
治
体
か
ら

の
緊
急
物
資
輸
送
依
頼
へ
の

迅
速
な
対
応
に
つ
い
て
要
請

を
実
施
し
た
︒

緊急支援物資のトラックへの積み込みが進められた（7月8日、福岡県消防学校）

表 平成 29 年九州北部豪雨における緊急支援物資実施状況
輸送日、件数 輸送品目 輸送先

7/6　福岡県で2件実施 缶入りソフトパン、歯ブラシ、
トイレットペーパー等

朝倉体育センター（朝倉市）、甘
木体育センター（甘木市）

7/7　大分県で2件実施 緊急セット、ブルーシート 日田市役所（日田市）

7/8　福岡県で2件実施 組み立て式簡易トイレセット、
段ボールセット

朝倉光陽高校（避難所）、東峰村
小石原庁舎（避難所）

7/10　大分県で1件実施 簡易更衣室 日田市役所他

7/11　大分県で1件実施 簡易ダンボールベッド 日田市中城体育館

福
岡
・
大
分
で
８
件
の
緊
急
物
資
輸
送
を
実
施

関
係
機
関
と
連
携
し
災
害
対
応
進
め
る

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
６

日
︑
大
雨
災
害
に
関
し
て
︑

福
岡
県
朝
倉
市
な
ど
の
５
市

町
村
に
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
︑
被

災
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
対
策
を
行
う
と
発
表
し
た
︒

　

福
岡
︑
大
分
両
県
の
日
本

政
策
金
融
公
庫
と
商
工
組
合

中
央
金
庫
︑
商
工
会
議
所
な

ど
に
特
別
相
談
窓
口
を
設
置

し
た
ほ
か
︑
日
本
政
策
金
融

公
庫
と
商
工
組
合
中
央
金
庫

 

中
小
企
業
等
の
事
業
承
継

今
後
５
年
で
集
中
支
援

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
７

日
︑
中
小
企
業
経
営
者
の
高

齢
化
の
進
展
等
を
踏
ま
え
︑

今
後
５
年
程
度
を
事
業
承
継

支
援
の
集
中
実
施
期
間
と
す

 

被
災
中
小
企
業
等
に
対
策

災
害
復
旧
貸
付
等
実
施

が
運
転
資
金
や
設
備
資
金
を

別
枠
で
融
資
す
る
﹁
災
害
復

旧
貸
付
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
一
般
保
証
と
は
別

枠
の
限
度
額
で
融
資
額
を
補

償
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
４
号
を
適
用
す
る
︒

　

さ
ら
に
日
本
政
策
金
融
公

庫
と
商
工
組
合
中
央
金
庫
な

ど
に
対
し
て
︑
既
往
債
務
の

条
件
変
更
な
ど
被
災
企
業
の

実
情
に
応
じ
て
対
応
す
る
よ

う
要
請
す
る
︒

る﹁
事
業
承
継
５
个
年
計
画
﹂

を
策
定
し
た
︒

　

今
後
５
年
間
で
︑
30
万
人

以
上
の
経
営
者
が
70
歳
に
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
６
割

が
後
継
者
未
定
で
あ
り
︑
70

代
の
経
営
者
で
も
事
業
承
継

に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い

る
経
営
者
は
半
数
に
と
ど
ま

る
︒

　

こ
の
た
め
計
画
で
は
︑
地

域
ご
と
に
︑
事
業
承
継
診
断

等
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
を
行
い

事
業
承
継
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
す
と
と
も
に
︑
資
金
繰
り

・
採
算
管
理
な
ど
の
早
期
段

階
か
ら
の
経
営
改
善
の
取
り

組
み
を
支
援
し
︑
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
転
換
な
ど
成
長
へ
の

挑
戦
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
︒

　

後
継
者
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向

け
て
は
小
規
模
Ｍ
＆
Ａ
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
整
備
す
る
ほ
か
︑

次
期
経
営
者
候
補
に
つ
い
て

は
︑
経
営
ス
キ
ル
の
高
い
外

部
人
材
を
活
用
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
︒

 

人
手
不
足
対
応
に
ヒ
ン
ト

全
国
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
19
日

を
皮
切
り
に
︑
全
国
で
人
手

不
足
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

普
及
説
明
会
を
開
催
す
る
︒

　

同
庁
は
今
年
３
月
︑
人
手

不
足
を
乗
り
越
え
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
︑
多
様
な
働
き
手
が

最
大
限
能
力
を
発
揮
で
き
る

職
場
づ
く
り
︑
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
生
産
性
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
好
事
例

を
収
集
・
分
析
し
︑
人
手
不

足
対
応
の
考
え
方
を
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
し
て
整
理
し
た
︒

　

ま
た
︑
１
０
０
を
超
え
る

企
業
の
事
例
を
業
種
別
︑
経

営
課
題
別
等
に
整
理
し
て
紹

介
す
る
と
と
も
に
︑
人
手
不

足
対
応
に
役
立
つ
省
庁
の
施

策
例
も
紹
介
す
る
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
７
月
19
日

に
関
東
経
済
産
業
局
管
内
の

さ
い
た
ま
市
で
キ
ッ
ク
オ
フ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
（
申
込

は
締
切
済
）︑
全
国
で
順
次

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
︒

　

問
い
合
わ
せ
は
︑
中
小
企

業
庁
経
営
支
援
部
経
営
支
援

課
（
☎
03
・
３
５
０
１
・
１

７
６
３
）
ま
で
︒

 ﹁
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
﹂

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構

　
（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
︑

今
年
度
か
ら
﹁
生
産
性
向
上

支
援
訓
練
﹂
を
実
施
し
て
い

る
（
写
真
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）︒

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
る
中
︑
企
業
が
成
長

・
発
展
す
る
た
め
に
は
︑
労

働
者
一
人
ひ
と
り
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
︒
同
機
構
で
は
︑
生

産
性
向
上
に
向
け
た
企
業
の

人
材
育
成
の
支
援
を
図
る
た

め
︑
同
訓
練
を
開
始
し
た
︒

　

同
訓
練
で
は
︑
①
生
産
・

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
②
労

働
時
間
や
労
働
投
入
量
の
効

率
化
③
売
上
の
向
上
︱
︱
を

テ
ー
マ
に
︑
企
業
が
抱
え
る

課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
訓
練
コ

ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
訓
練
の
詳
細
に

つ
い
て
は
︑
同
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

﹁
中
小
企
業
組
織
活
動
懸

賞
レ
ポ
ー
ト
﹂
作
品
募
集

商
工
総
合
研
究
所

　
（
一
財
）
商
工
総
合
研
究

所
で
は
８
月
１
日
か
ら
︑
平

成
29
年
度
﹁
中
小
企
業
組
織

活
動
懸
賞
レ
ポ
ー
ト
﹂
の
応

募
作
品
募
集
を
開
始
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
中
小
企
業
の
組

織
化
に
対
す
る
助
成
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
︑
テ
ー
マ
は
自
由
︒
中
小

企
業
の
組
織
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
人
で
あ
れ
ば
応
募
す

る
こ
と
が
可
能
︒
賞
金
と
し

て
︑
本
賞
10
点
以
内
を
対
象

に
各
20
万
円
が
贈
呈
さ
れ
る

ほ
か
︑
特
に
優
れ
た
作
品
が

あ
る
場
合
に
は
特
賞
と
し
て

１
点
30
万
円
が
贈
呈
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
商
工
総
合
研
究
所

で
は
︑
29
年
度
﹁
中
小
企
業

懸
賞
論
文
﹂
応
募
作
品
の
募

集
も
併
せ
て
行
う
︒

　

応
募
期
間
は
︑﹁
レ
ポ
ー
ト
﹂

﹁
論
文
﹂
と
も
に
10
月
16
日

㈪
ま
で
︒
応
募
に
関
す
る
詳

細
は
︑
商
工
総
合
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ

と
︒

 

外
来
生
物
に
つ
い
て注

意
喚
起

相
次
ぐ「
ヒ
ア
リ
」の
発
見
受
け

　

国
土
交
通
省
は
７
月
12

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
外
来
生
物
の
発
見

に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る

文
書
を
発
出
し
た
︒

　

今
年
６
月
９
日
に
兵
庫
県

尼
崎
市
で
外
来
生
物
﹁
ヒ
ア

リ
﹂
が
確
認
さ
れ
て
以
降
︑

各
地
で
発
見
事
案
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
万
一
疑
わ

れ
る
事
案
に
接
し
た
場
合
に

は
︑
速
や
か
に
環
境
省
自
然

環
境
局
野
生
生
物
課
外
来
生

物
対
策
室
（
☎
03
・
３
５
８

１
・
３
３
５
１
）
や
︑
各
地

域
の
地
方
環
境
事
務
所
に
連

絡
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

な
お
︑
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
﹁
ヒ
ア
リ
に
関
す
る

諸
情
報
に
つ
い
て
﹂
で
は
︑

ヒ
ア
リ
の
特
徴
や
生
態
︑
駆

除
方
法
︑
刺
さ
れ
た
時
の
対

処
方
法
な
ど
を
ま
と
め
た

﹁
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ヒ
ア
リ
﹂

（
写
真
）
な
ど
ヒ
ア
リ
に
関

す
る
情
報
・
資
料
や
地
方
環

境
事
務
所
の
連
絡
先
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
︒

 

﹁
Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
促
進
事

業
﹂
２
次
公
募
を
受
付
中

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
で
は

現
在
︑﹁
平
成
29
年
度
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
抑

制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

（
物
流
分
野
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
促
進
事
業
）﹂
の

２
次
公
募
を
受
け
付
け
て
い

 

大
型
車
駐
車

ま
す
不
足
を
解
消
へ

東
名
、
新
東
名
で
実
施

　

中
日
本
高
速
道
路
は
︑
我

が
国
の
経
済
を
支
え
る
物
流

業
の
運
転
手
等
の
労
働
環
境

改
善
を
図
る
た
め
︑
東
名
高

る
︒

　

補
助
対
象
と
な
る
事
業

は
︑
宅
配
シ
ス
テ
ム
の
低
Ｃ

Ｏ
２
化
推
進
事
業
（
オ
ー
プ

ン
型
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置

等
）︑
産
業
車
両
の
高
性
能

電
動
化
促
進
事
業
（
電
動
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
導
入
等
）
な

ど
で
︑
公
募
実
施
期
間
は
８

月
８
日
㈫
17
時
ま
で
︒

　

同
事
業
の
詳
細
や
応
募
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
︑
Ｌ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

速
道
路
お
よ
び
新
東
名
高
速

道
路
の
休
憩
施
設
で
特
に
深

夜
帯
を
中
心
に
顕
在
化
し
て

い
る
大
型
車
駐
車
ま
す
不
足

の
解
消
に
向
け
た
対
策
を
順

次
実
施
す
る
︒

　

実
施
内
容
は
次
の
通
り
︒

　

①
駐
車
箇
所
利
用
平
準
化

＝
フ
リ
ー

フ
ロ
ー
ア

ン
テ
ナ
等

情
報
収
集

設
備
を
活

用
し
て
︑

き
め
細
や

か
な
車
種

別
の
満
空

情
報
を
提

供
し
︑
駐

車
箇
所
の

利
用
平
準

化
を
図
る

（
平
成
30

年
度
よ
り

順
次
運

用
）︒

　

②
長
時
間
駐
車
の
抑
制
＝

長
時
間
駐
車
の
抑
制
や
小
型

車
ま
す
や
ラ
ン
プ
部
へ
の
駐

車
に
関
す
る
注
意
喚
起
等
に

つ
い
て
︑
広
報
・
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
（
今
年
度

よ
り
随
時
実
施
）︒

　

③
駐
車
容
量
の
確
保
＝
既

存
休
憩
施
設
を
有
効
活
用
し

た
改
良
に
よ
り
︑
大
型
車
ま

す
を
拡
充
し
︑
大
型
車
駐
車

容
量
の
拡
充
を
図
る
（
30
年

度
よ
り
順
次
運
用
）︒

　

ま
た
︑
遊
休
地
と
な
っ
て

い
る
旧
豊
橋
本
線
料
金
所
跡

地
に
駐
車
場
を
新
設
︒
確
実

な
駐
車
ま
す
の
確
保
を
図
る

た
め
︑
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ

ム
（
図
）
の
導
入
を
検
討
す

る
（
30
年
度
以
降
︑
準
備
が

整
い
次
第
運
用
）︒

九州北部豪雨では大雨によって山から流れ出し
た倒木が被害を増幅した（福岡県朝倉市）

多くの被災者の命を繋ぐ飲料水の輸送にあたる
（7月8日、福岡県消防学校）

河川の氾濫によって各地で多くの自動車が押し
流された（福岡県朝倉市）

中 小 企 業

組 織 活 動

懸賞レポート

を募集します

中 小 企 業 の
組 織 活 動
に携わっている方なら
どなたでも応募でき
ます。グループ、団体で
の応募も歓迎します

テ ー マ は
自 由 で す
協同組合・企業組合
商 店 街・支 援 機 関
連 携 グ ル ー プ の
活 動 内 容 な ど

活 動 へ の
熱 い 思 い
が伝わるレポートを
お待ちしております

賞金：本賞20万円（10点以内）

締切：平成29年10月16日（月）

◎応募資格：中小企業の組織活動に携わっている中小企業者、組合事務局、中小企業団体中央会、商工会議所、連携グループ、NPO法人等の実務者など
◎審査委員：明治大学教授 森下正氏ほか9名

中小企業組織活動懸賞レポート 募集
○ 協同組合、商店街振興組合、企業組合、協業組合、NPO法人などの活動について

○ 農商工連携、産官学連携、企業間連携、異業種交流などのネットワーク活動について

○ 中小企業団体中央会、商工会議所、商工会などの支援機関の活動について

テーマは自由
右にいくつかの例を記載しましたので
参考にしてください

平 成 29 年 度（ 第 21 回 ）

●お問合せ  専用ダイヤル ☎03（5875）8907
応募の詳細は裏面の募集要項または当研究所ホームページをご覧ください

http://www.shokosoken.or.jp/●パソコンから 検索商工総合研究所

一般財団法人 商工総合研究所

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
８
月
５
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

大分県では日田市役所にブルーシート等が運ば
れた（7月7日）

生産性向上支援訓練のご案内

・企業の生産性向上に必要な生産管理、品質管理、原
価管理、物流、Ｉ Ｔ、マーケティング等に関する
知識やスキルを習得するための訓練です。

・新任層から管理者層まで、幅広い階層に対する訓練
カリキュラムをご提案いたします。

・条件を満たせば、人材開発支援助成金が利用できます。

お問い合わせ その他の支援メニュー
・能力開発セミナー
・指導員（講師）の派遣
・施設設備等の貸出
・共同・受託研究
・人材育成に関する
各種ご相談

・人材開発支援助成金
のご案内

・各種情報提供 など

詳しくはお近くのポリテクセン
ター・ポリテクカレッジまで！

＜注意事項＞
 個人での受講はできません（企業からの指示による申込に限ります）。
 キャンセル期限までにキャンセルのご連絡をいただけない場合、受講料の全額を

ご負担いただきます。
 訓練コースの設定には一定の条件があります。
 訓練内容や受講者数によっては、実施機関の決定までに時間がかかる場合があり

ますので、お早めにご相談ください。
 予算に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。

～従業員の人材育成をお考えの事業主の皆さまへ～

生産性向上人材育成支援センター

生産性向上支援訓練とは

生産性センターは、事業主の生産性向上に向けた人材育成を支援しています。

•生産性向上の
ための自社に
おける課題を
検討していた
だきます。

訓練コー
スの決定

•お客様と打ち
合せさせてい
ただき、課題
解決のための
カリキュラム
の提案や日程
等を調整し訓
練コースを決
定します。

実施機関
の選定

•訓練実施機関
の募集、選定、
契約は生産性
センターが行
います。
•お客様と訓練
実施機関の間
で訓練の実施
方法や会場の
設営等を調整
します。

受講申
込･振込

•受講する従業
員が決定後、
生産性セン
ターが請求書
を発行いたし
ますので、所
定の期日まで
に受講料をお
振込ください。

訓練受講

•訓練当日は参
加者は、直接
会場へ行き、
訓練を受講し
てください。
•生産性セン
ターの職員が
訓練が円滑に
行われている
か確認させて
いただきます。

（ ）

訓練受講までの流れ

課題の
洗い出し

図　予約システムのイメージ
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国29か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国29か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

※8面に夏期休業案内を掲載しています。

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜輸送安全規則編〜
	 【解 答】６面に問題
❶	×（安全規則第8条第1項第6号及び「貨物
自動車運送事業輸送安全規則の解釈及び運
用について」第8条乗務等の記録）荷主の都
合により、荷待ち等で30分以上待機したときは
乗務記録に記録する。平成29年7月1日に施行
された。
❷	×（「貨物自動車運送事業輸送安全規則の
解釈及び運用について」第7条点呼）早朝、深
夜等のため点呼執行者が営業所に出勤して
いない場合については「やむを得ない場合」
には該当しないため電話等による点呼は認め
られず、対面点呼を受けなければならない。
❸	×（「貨物自動車運送事業輸送安全規則の
解釈及び運用について」第7条点呼）運行上
やむを得ない場合は電話その他の方法で点

呼をおこなうことができるが、その場合は運転
者と直接対話できるものでなければならず、電
子メール、FAX等一方的な連絡方法は該当し
ない。
❹	×（安全規則第7条第4項）酒気帯びの有無
について確認を行う場合には、運転者の状態
を目視等で確認するほか、運転者の属する営
業所に備えられたアルコール検知器を用いて
行わなければならず、故障を理由にアルコー
ル検知器による確認を省略することはできな
い。
❺	○（安全規則第17条第1号の2）疾病、疲労
その他の理由により安全な運転をすることが
できないおそれがあるときは、その旨を貨物自
動車運送事業者に申し出ること。

ほんのヒトコマ ［第２回］

111「
魚
食
文
化
の
道
⑨
」 

紋
別
発
、魚
介
の「
燻
製
」

　
﹁
２
３
８
号
﹂と
聞
い
て
も
︑

首
を
ひ
ね
る
方
が
多
い
だ
ろ

う
︒
北
海
道
網
走
市
か
ら
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
沿
っ
て
北
西

に
進
み
︑
宗
谷
岬
を
経
て
稚

内
市
に
至
る
３
１
９
・
６
㌔

㍍
の
国
道
だ
︒

　

道
路
の
右
側
に
は
ず
っ
と

海
が
続
き
︑
左
側
は
原
野
と

森
林
︒走
っ
て
い
る
う
ち
に
︑

心
が
ど
ん
ど
ん
野
生
に
戻
っ

て
い
く
だ
ろ
う
︒
そ
ん
な
気

分
の
と
き
は
︑
燻く

ん
せ
い製
を
食
べ

た
く
な
る
も
の
だ
︒

　

燻
製
は
食
品
保
存
の
知
恵

の
一
つ
で
︑
原
型
は
石
器
時

代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
︒
や

が
て
︑
狩
猟
の
獲
物
を
た
き

火
で
乾
か
す
と
風
味
が
増

し
︑
日
持
ち
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
︑
さ
ら
に
塩
漬
け
に
し

た
り
︑
ス
パ
イ
ス
で
味
を
高

紋
別
に
は
︑
燻
製
職
人
・
安

倍
哲
郎
さ
ん
の
工
房｢

フ
ュ

ー
モ
ア
ー
ル｣

が
あ
る
︒
フ

ラ
ン
ス
語
で
﹁
燻
製
室
﹂
の

意
味
だ
︒
燻
製
に
す
る
の
は

地
元
ま
た
は
北
の
海
で
揚
が

る
魚
介
に
限
る
︒
ま
た
︑
添

加
物
な
し
を
守
っ
て
い
る
︒

　

仕
事
は
鉈な

た

を
振
る
っ
て
薪ま

き

を
つ
く
り
︑
燻
製
室
へ
運
ぶ

の
が
始
ま
り
︒
井
桁
に
組
ん

が
染
み
出
す
︒
た
こ
は
刺
身

を
香
ば
し
く
甘
じ
ょ
っ
ぱ
く

し
た
よ
う
で
︑
喉
を
通
る
と

す
ぐ
ま
た
１
枚
と
手
が
出
る

お
い
し
さ
︒
ま
た
︑
紅
鮭
の

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
に
は
北

海
の
エ
キ
ス
が
凝
縮
し
て
い

る
︒
取
り
寄
せ
て
試
食
す
る

な
ら
︑
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

が
い
い
だ
ろ
う
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

め
る
技
術
も
確
立
さ
れ
た
︒

　

現
代
で
は
︑
木
材
チ
ッ
プ

や
燻
製
液
︑
自
動
制
御
付
き

燻
製
機
ま
で
開
発
さ
れ
︑
現

代
で
は
つ
く
る
の
も
食
べ
る

の
も
ホ
ビ
ー
感
覚
に
な
っ
て

い
る
︒
た
だ
︑そ
の
一
方
で
︑

本
物
の
火
と
煙
で
燻い

ぶ

し
た
︑

原
始
の
森
の
匂
い
を
放
つ
燻

製
へ
の
あ
こ
が
れ
も
強
い
︒

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た

で
た
き
付
け
︑
煙
が
立
ち
上

っ
て
き
た
ら
魚
介
の
登
場
だ
︒

魚
介
に
は
天
然
塩
︑
本
み
り

ん
︑
甜て

ん
さ
い菜
糖
︑
醸
造
酢
な
ど

で
下
味
を
つ
け
て
あ
る
か
ら
︑

そ
れ
ぞ
れ
に
時
間
を
按
配
し

て
煙
を
ま
と
わ
せ
て
や
る
︒

　

さ
て
︒
帆
立
貝
は
や
わ
ら

か
い
の
に
み
っ
し
り
し
た
食

感
が
う
れ
し
く
︑
鯖
は
舌
に

の
せ
る
と
香
ば
し
さ
と
コ
ク

事業用自動車総合安全プラン 2020 （計画期間：平成29年～32年）

事業用自動車総合安全プラン 2020 重点施策

事業用自動車総合安全プラン 2020 （計画期間：平成29年～32年）

事業用自動車総合安全プラン 2020 重点施策

　「第10次交通安全基本計画」の計画期間と合わせるとともに、「事業用自動車総合安全プラン
2009」から以下の点を新たに追加し、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、世界一安全
な輸送サービスの提供を実現するため、ソフト・ハード両面から総力を挙げて事故の削減に取り組む。

【主な追加対策事項】
○ 各業態（トラック、バス、タクシー）における目標設定
○ 「利用者」を含めた関係者の連携強化による安全トライアングルの構築
○ 軽井沢スキーバス事故等による安全対策を反映
○ 自動運転など交通事故の削減および被害軽減に大きな効果が期待される新技術を安全対策に反映

【目標値】
① 平成 32年までに死者数 235人
② 平成 32年までに事故件数 23,100 件以下
③ 飲酒運転ゼロ（※）

【トラック】平成 32年までに死者数２００人以下
【トラック】平成 32年までに事故件数 12,500 件以下
※トラック、バス、タクシー共通

（プラン2009の目標）死者数を平成 30年に250人、事故件数を平成 30年に3万件、飲酒運転ゼロ
（参考）平成28年事業用自動車交通事故発生状況：死亡者数 363人、事故件数 33,336 件、飲酒運転 54件

平成 28年事業用トラック交通事故発生状況：死亡者数 270人、事故件数 14,600 件、飲酒運転 37件

・事業者における法令遵守の徹底と安全輸送の取組の強化
・監査等の実効性の向上による違反行為等の是正および悪質事業者の排除
・利用者を含めた関係者の連携強化による安全性の向上　等

１．行政・事業者の安全対策の一層の推進と利用者を含めた
関係者の連携強化による安全トライアングルの構築

・モードごとや地域ごとの特徴を捉えた、きめ細やかな事故の分析とその結果に基づく適切な対策の実施
・ドライブレコーダ映像等、事業者が保有する情報を活用した運転特性や運転技能の確認および
  研修の実施等指導監督の徹底　等

5．事故関連情報の分析等に基づく特徴的な事故等への対応

・飲酒運転・薬物運転根絶のための指導等の実施　等
2．飲酒運転等悪質な法令違反の根絶

・自動運転等新たな安全技術の開発・普及の促進　等
3．自動運転、ＩＣＴ技術等新技術の開発・利用・普及の促進

・高齢運転者の特徴を踏まえた事故防止対策　等
4．超高齢社会を踏まえた高齢者事故の防止対策

・事故発生割合の高い区間における交差点改良や歩道の整備、中央帯の設置、信号機改良　等
６ ． 道路交通環境の改善

「こっちの人は？」「『バーチャルすいか割り』らしいです」

　 国 土 交 通 省 は 6 月 30 日、
2020（平成 32）年までを計画
期間とする「事業用自動車総合
安全プラン 2020」を策定した。
　事業用自動車については、平
成 21 年に策定した「事業用自
動車総合安全プラン 2009」に
基づき、事業用自動車の関係者
と一丸となって事故防止対策に
取り組んできたが、28 年 1 月の
軽井沢スキーバス事故等の発生
や、自動車の先進安全技術の急
速な発展など、同プランの見直
し時から大きな状況の変化があ
った。そのため、こうした状況
の変化を受けて、「事業用自動車
に係る総合的安全対策検討委員
会」（委員長＝野尻俊明流通経済
大学学長）で新たなプランにつ
いて検討を行ってきた。
　新プランの概要は右表の通り。

「事業用自動車総合安全プラン２０２０」を策定
平成32年までに「死者数235人以下」「事故件数23,100件以下」「飲酒運転ゼロ」

国土交通省
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▼
上
野
駅
で

山
手
線
に
乗

り
換
え
る
た

め
︑
上
り
エ

ス
カ
レ
ー
タ

ー
の
ス
テ
ッ
プ
に
乗
り
︑
目
を
閉
じ
て
い

た
時
︑
上
の
段
か
ら
﹁
キ
ャ
ー
！
﹂
と

悲
鳴
が
！　

見
る
と
人
が
崩
れ
る
よ
う

に
下
に
倒
れ
て
き
ま
し
た
︒
幸
に
し
て

怪
我
は
な
く
安
堵
し
ま
し
た
が
︑
倒
れ

た
本
人
は
意
識
を
失
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
︒
病
気
か
疲
労
か
確
か
な
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
︑
い
つ
ど
こ
で
災
難
が
降

り
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
︒
考
え
た

だ
け
で
ぞ
っ
と
し
ま
す
︒
▼
さ
し
ず
め

﹁
神
秘
の
力
を
持
つ
﹂
と
い
わ
れ
る
タ
ロ

ッ
ト
カ
ー
ド
な
ら
︑
78
枚
中
22
枚
を
占

め
る﹁
大
ア
ル
カ
ナ
﹂の
１
枚
で
︑災
難
・

転
落
を
指
す
﹁
塔
﹂
で
し
ょ
う
︒
寓
意

画
の
中
の
塔
が
落
雷
に
打
た
れ
︑
人
が

落
ち
る
あ
の
有
名
な
絵
で
す
︒
人
間
の

考
え
や
思
い
に
よ
り
︑
希
望
・
吉
兆
を

指
す
大
ア
ル
カ
ナ
の
１
枚
﹁
星
﹂
に
移

行
さ
せ
た
い
も
の
で
す
︒
▼
よ
く
不
吉

な
前
兆
に
は
︑
自
然
界
の
前
触
れ
と
言

う
べ
き
現
象
が
起
こ
り
ま
す
︒
有
名
な

の
は
︑
危
険
回
避
能
力
や
電
磁
波
を
捉

え
る
能
力
が
人
間
を
上
回
る
と
さ
れ

る
︑
カ
ラ
ス
の
行
動
で
す
︒
数
十
羽
の

カ
ラ
ス
が
﹁
円
を
描
い
て
飛
ん
で
い
た
﹂

や
﹁
夜
中
に
大
声
で
鳴
い
て
い
た
﹂
な

ど
で
す
︒
予
知
能
力
が
あ
れ
ば
︑
不
可

抗
力
に
対
し
て
未
然
に
頭
脳
が
回
避
行

動
を
命
じ
る
の
で
し
ょ
う
︒
▼
そ
う
言

え
ば
︑
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
（
霊
界
交
信
）

を
体
得
し
て
い
る
女
性
に
︑
知
人
の
紹

介
で
一
度
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
霊

界
に
い
る
高
い
位
の
人
と
交
信
す
る
現

世
の
選
ば
れ
た
人
で
す
が
︑
私
は
そ
の

人
の
発
言
に
我
を
忘
れ
ま
し
た
︒
私
が

望
ん
だ
交
信
相
手
は
︑
大
学
准
教
授

で
︑帰
宅
途
中
に
過
度
の
疲
労
の
た
め
︑

新
宿
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
︑
翌
日
心
不
全
で
急
逝
し
た
友
人
で

す
︒
59
歳
の
働
き
盛
り
で
本
当
に
無
念

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
▼
知
人
は
︑
私

に
何
か
を
告
げ
た
か
っ
た
の
か
︑
死
の
直

前
に
何
度
も
私
の
携
帯
に
電
話
を
し
て

き
ま
し
た
︒
私
は
︑
多
忙
を
理
由
に
直

ぐ
に
会
う
こ
と
を
た
め
ら
い
ま
し
た
︒

結
局
︑
友
人
は
帰
ら
ぬ
人
に
︒
チ
ャ
ネ

リ
ン
グ
の
女
性
は
︑
要
約
す
る
と
私
に

﹁
彼
が
あ
な
た
を
未
知
の
世
界
に
呼
ん

で
い
る
﹂
と
の
発
言
を
し
た
の
で
す
︒
彼

と
は
埼
玉
の
大
宮
で
会
い
︑
一
献
傾
け
な

が
ら
よ
く
議
論
を
し
た
も
の
で
す
︒
含

蓄
あ
る
彼
の
言
葉
は
︑
私
の
心
の
琴
線

に
触
れ
︑
本
当
に
得
難
い
人
物
で
し
た
︒

女
性
が
話
し
た
詳
細
に
は
触
れ
ま
せ
ん

が
︑
そ
の
内
容
が
本
当
な
の
か
否
か
判

断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
す
︒
▼
ま
る
で
︑
１

９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
松
竹
映
画
が

製
作
し
た
﹃
異
人
た
ち
と
の
夏
﹄
の
よ

う
で
す
︒
主
演
の
風
間
杜
夫
扮
す
る
人

気
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
が
︑
異
次
元
の

世
界
に
迷
い
込
み
︑
幼
少
時
に
交
通
事

故
死
し
た
両
親
と
浅
草
で
再
会
︒
奇
妙

な
隣
人
女
性
（
故
人
）
と
も
絡
み
︑
忘

れ
か
け
て
い
た
自
分
を
取
り
戻
す
の
で

す
が
︑
両
親
と
会
う
た
び
に
生
気
を
失

っ
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
︑
最
後

は
両
親
か
ら
別
れ
を
告
げ
ら
れ
ま
す
︒

異
人
た
ち
（
幽
霊
た
ち
）
と
の
短
い
夏

の
走
馬
燈
の
よ
う
な
出
来
事
で
す
︒
私

的
に
は
以
前
︑
九
州
の
有
名
な
古
戦
場

を
訪
れ
︑
近
く
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
際

に
遭
遇
し
た
あ
の
世
の
人
達
と
の
強
い

霊
気
（
体
験
）
が
再
び
甦
る
か
の
よ
う

で
す
︒
▼
夏
本
番
を
前
に
︑
す
で
に
猛

暑
日
が
続
き
︑
寝
苦
し
い
日
々
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
現
世
か
ら
離
れ
︑
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
未
知
の
世
界
と
接
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
︑
ぜ
ひ
そ
ち
ら
の
ド
ア

を
開
け
て
み
た
い
と
思
う
︑
今
日
こ
の

頃
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・7・15

こ
ち
ら
広
報
室
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1面に関連

TS名 給 油 所

青 森 8月12日（土）19:00　〜　8月14日（月） 8:00

大 宮 平常通り営業

新 潟 ◎短縮営業 8月12日（土）・14日（月）7:00〜19:00

金 沢 ◎短縮営業 8月14日（月）〜16日（水）8:00〜19:00

岡 山 8月12日（土）18:00　〜　8月14日（月）  8:00
8月11日（金）・14日（月）・15日（火）は18時まで営業

TS名 給 油 所

尾 道 平常通り営業

三 次 8月12日（土）20:00　〜　8月17日（木） 7:00

北 九 州 平常通り営業

大 分 休業中

TS名 運行情報センター 福祉施設

札 幌 平常通り運営 食　　堂 平常通り営業

苫 小 牧 平常通り運営 食　　堂 平常通り営業

青 森 8月10日（木）17:15 〜 8月14日（月）  8:30

盛 岡 8月12日（土）15:00 〜 8月16日（水）  8:00 食　　堂 8月12日（土）15:00 〜 8月16日（水）  8:00

仙 台 8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  9:00
食　　堂

シャワー

8月10日（木）18:30 〜 8月17日（木）  8:00

8月10日（木）16:30 〜 8月17日（木）  9:00

白河の関 8月10日（木）17:30 〜 8月17日（木）  8:30
コインシャワー

ランドリー・休憩室
8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  9:00

茨 城 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 平常通り営業

矢 板 8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  9:00 8月10日（木）22:00 〜 8月17日（木）11:00

大 宮 8月12日（土）20:00 〜 8月19日（土）  8:00 平常通り営業

東 神 平常通り運営

新 潟 8月10日（木）19:00 〜 8月17日（木）  8:00 シャワー 8月10日（木）18:30 〜 8月17日（木）  8:00

金 沢 8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  9:00 平常通り営業（24時間）

浜 松 8月12日（土）17:00 〜 8月16日（水）  9:00
食堂・売店

浴室・宿泊・仮眠

8月12日（土）14:00 〜 8月16日（水）  6:00

8月12日（土）10:00 〜 8月16日（水）12:00

安 城 8月10日（木）17:00 〜 8月21日（月）  9:00 平常通り営業

名 古 屋 8月10日（木）  8:00 〜 8月17日（木）  8:00

食　　堂

宿　　泊

入　　浴

8月10日（木）14:00 〜 8月17日（木）  7:00

8月10日（木）10:00 〜 8月17日（木）10:00

8月10日（木）  9:00 〜 8月17日（木）10:00

亀 山 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00

食　　堂

宿泊・浴室

売　　店

8月12日（土）14:00 〜 8月16日（水）  7:00

8月12日（土）17:00 〜 8月16日（水）10:00

8月12日（土）17:00 〜 8月16日（水）  7:00

彦 根 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 食堂・宿泊・浴室 8月10日（木）21:00 〜 8月16日（水）  8:00

大 阪 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 平常通り営業（24時間）

奈良・針 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 浴　　室 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00

岡 山 8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  8:00
食　　堂

その他施設

8月10日（木）19:00 〜 8月16日（水）  8:00

8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  8:00

尾 道 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  8:00
シャワー・トイレ・洗濯機

コンビニエンスストア

8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  8:00

平常通り営業（24時間）

三 次 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00
食　　堂

浴　　室

8月10日（木）16:00 〜 8月16日（水）11:00

8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00

徳 島 8月10日（木）17:00 〜 8月17日（木）  9:00
食　　堂

シャワー・ランドリー・休憩室

8月10日（木）20:00 〜 8月17日（木）11:00

8月10日（木）20:00 〜 8月17日（木）  9:00

北 九 州 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 シャワー・ランドリー 平常通り営業（24時間）

鳥 栖 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 食堂・浴室
◎短縮営業

8月11日（金）〜 15日（火）10:00〜21:00

諫 早 8月12日（土）20:00 〜 8月16日（水）10:00

食　　堂

浴　　室

宿　　泊

8月12日（土）14:30 〜 8月16日（水）10:00

8月12日（土）20:00 〜 8月16日（水）10:00

8月12日（土）10:00 〜 8月16日（水）15:00

大 分 8月11日（金）18:00 〜 8月16日（水）  8:00 8月11日（金）18:00 〜 8月16日（水）  8:00

宮 崎 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00 休憩室・シャワー 8月10日（木）17:00 〜 8月16日（水）  9:00

鹿 児 島 8月10日（木）17:30 〜 8月16日（水）  8:30 コインシャワー 8月10日（木）17:30 〜 8月16日（水）  8:30

トラックステーション（TS）夏期休業案内
（平成29年7月14日現在）

詳細は、直接各運行情報センター等へお問い合わせください。

（公財）貨物自動車運送事業振興センター

◆税制改正関連要望項目◆
１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
⑴一般財源化により課税根拠を失った軽油引取税の旧暫定税率廃止
⑵自動車税の引下げ
⑶自動車税における営自格差見直し反対
⑷自動車重量税の道路特定財源化

２. 特例措置の延長・拡充
⑴ASV（先進安全自動車）特例措置の延長・拡充
⑵自動車取得税における免税制度（取得価格50万円以下）の延長
⑶雇用促進税制の延長
⑷所得拡大促進税制の延長
⑸少額資産即時償却の延長
⑹物流総合効率化法に基づく特例措置の延長

３. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の軽減措置の
適用

４.予備自衛官等招集準備金制度（仮称）の創設

◆予算関連要望項目◆
１. 高速道路料金の更なる引下げ
⑴大口・多頻度割引最大50％の継続
⑵長距離逓減制の割引の拡充
⑶営業車用料金体系等の創設
⑷深夜割引の拡充
⑸コーポレートカード利用の平日朝夕割引における大口・多頻度割引への適用
⑹本四高速における割引制度の拡充
⑺道路事情を勘案した料金の設定

２. ETC2.0によるサービス及び料金割引等の拡充

３. 高速道路のSA・PA、道の駅における駐車スペースの活用及び整備・拡充

４. 高速道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
⑴安全対策の推進
⑵渋滞対策の推進
⑶ダブル連結トラックの導入推進、自動運転、隊列走行等の技術開発の促進
⑷スマートIC事業の活用及びSA・PA等を活用した中継輸送の実施

５. 下関北九州道路の早期実現

６. 環境対策及び省エネ対策のための補助
⑴石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税の特例」に係る補助の継続
⑵天然ガストラックの普及に係る補助
①天然ガス供給施設の設置に対する補助の創設
②天然ガストラックに対する補助の継続

７. 交通安全対策のための補助
⑴ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対する補助の拡充
⑵運行記録計、ドライブレコーダ等運行管理支援機器の導入に対する補助の継続及び増額

８. 働き方改革実現のための諸対策に係る補助・助成の創設・拡充

９. フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設

平成30年度税制改正・予算要望（要旨）
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事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
飲
酒
事
故
件
数
（
図
１
）

は
︑
平
成
24
年
ま
で
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
︑
近

年
再
び
増
加
し
て
お
り
︑
28

年
に
は
37
件
（
前
年
比
＋
４

件
）
の
事
故
が
発
生
︒

　

26
年
か
ら
28
年
に
発
生
し

た
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第

１
当
事
者
と
な
る
飲
酒
事
故

（
１
０
０
件
）
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
︑都
道
府
県
ご
と
（
車

籍
別
）
の
飲
酒
事
故
件
数
を

み
る
と
︑
大
阪
府
と
福
岡
県

が
８
件
と
最
も
多
く
︑
次
い

で
兵
庫
県
の
７
件
︑東
京
都
︑

千
葉
県
︑
静
岡
県
の
各
６
件

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
５
）︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
別
で

は
40
代
以
上
が
大
き
な
割
合

を
占
め
る
（
図
２
）
ほ
か
︑

免
許
取
得
後
10
年
以
上
経
過

し
た
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー

が
占
め
る
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
（
図
３
）︒
ま
た
︑

事
故
が
発
生
し
た
時
間
帯
を

み
る
と
︑﹁
16
～
20
時
﹂﹁
20

～
24
時
﹂
と
い
う
夕
方
か
ら

夜
間
に
か
け
て
発
生
件
数
が

や
や
多
く
な
っ
て
い
る
も
の

の
︑
全
て
の
時
間
帯
で
飲
酒

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

運
送
事
業
者
は
︑
乗
務
開

始
前
・
乗
務
終
了
後
の
点
呼

時
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

を
使
用
し
（
図
６
）︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
酒
気
帯
び
の
有
無
の

確
認
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

（
図
４
）︒

　

飲
酒
に
よ
る
事
故
が
発
生

す
る
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は

懲
役
な
ど
の
厳
し
い
罰
則
が

科
せ
ら
れ
︑
そ
の
結
果
︑
解

雇
や
失
業
︑
さ
ら
に
は
生
活

崩
壊
や
家
庭
崩
壊
を
招
く
ケ

ー
ス
も
決
し
て
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
運
送
事
業

者
に
与
え
る
影
響
も
非
常
に

大
き
く
︑
社
会
的
信
頼
性
の

す
︒

　

図
７
を
参
考
に
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
を
正
し
く
使
用

し
︑
飲
酒
運
転
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
︒

失
墜
に
よ
っ
て
経
営
破
た
ん

に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

ま
す
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
１
杯
ぐ

ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
﹂

と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の

緩
み
が
︑
深
刻
な
事
態
を
引

き
起
こ
し
か
ね
な
い
飲
酒
運

転
︒﹁
飲
酒
運
転
根
絶
﹂は
︑

運
送
事
業
に
携
わ
る
者
全
て

の
責
務
で
あ
る
と
い
え
ま
す
︒

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
飲
酒
事

故
件
数
は
︑
平
成
24
年
ま
で
は
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
も
の
の
︑
近
年
再
び
増
加

し
て
い
ま
す
︒
飲
酒
運
転
（
酒
酔
い
運

転
︑
酒
気
帯
び
運
転
）
は
︑
き
わ
め
て

悪
質
で
危
険
な
犯
罪
行
為
で
あ
り
︑
万

一
ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
酒
運
転
を
し
︑
事

故
を
起
こ
し
︑
飲
酒
運
転
防
止
へ
の
指

導
監
督
が
不
十
分
で
あ
っ
た
運
送
事
業

者
は
︑
事
業
停
止
や
自
動
車
使
用
禁
止

等
の
厳
し
い
処
分
を
受
け
る
ば
か
り
で

な
く
︑
社
会
的
信
頼
性
も
失
墜
し
て
経

営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
︒
飲

酒
運
転
を
防
止
す
る
た
め
に
は
︑
点
呼

時
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
こ
の
た
め
︑
事
業
者

に
お
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
策
定
し
て
い
る
﹁
飲
酒
運
転
防
止
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
活
用
す
る
と
と
も

に
︑
点
呼
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
ク
を
励
行
し
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

の
正
し
い
運
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
︒

こ
こ
で
は
︑
飲
酒
事
故
の
実
態
を
分
析

す
る
と
と
も
に
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
︒
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図１ 事業用トラック飲酒事故件数

図２ 車両区分・ドライバーの
年齢層別飲酒事故件数（平成26～28年計）

図３ 車両区分・ドライバーの免許
経過年数別飲酒事故件数（平成26～28年計）

図４ 車両区分・事故発生時間帯別
       飲酒事故件数（平成26～28年計）
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　「飲酒運転防止対策マニュアル」は全ト協ホームページよりダウンロード可能
全ト協ホームページ ＞ 会員の皆様へ ＞ 安全対策 ＞ 交通安全対策推進に係る啓発資料一覧

飲酒運転の根絶に向けて
「
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
、正
し
い
使
い
方
し
て
ま
す
か
？
」

全ト協「飲酒運転防止対策マニュアル」活用を

掲
示
用

（出典：全日本トラック協会「飲酒運転防止対策マニュアル」）

図6

出典：アルコール検知器協議会

「
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の

　
　
　
　
　
　

正
し
い
使
い
方
」
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図５ 車籍地別飲酒事故件数
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